


会 場 案 内

A会場

B会場

午餐会場

レセプション会場

日本都市センター

日本都市センター

全共連ビル6階
（都市センター裏）

日本都市センター

ホ　一　ル

本館講堂

マツヤサロン

本館地下食堂

／窺鍾烈

｛lll惣婦



。第3回原産年次大会プログラム総括表

（第1呂》13月25日（水）

A　　　会　　　場 B　　　会　　　場
9

〔開会総会3

9．3◎開会挨拶
準備経過報告

to．

原産報告　　　　　　　　　　　（30分）

〈特別招待講演〉
1α3G　r原子力委員会委員長講演」　　（30分）

11

11．00　「米国原子力委員会委員長講演」（60分）

一終了　王2．oo＿
12

午さん会（12．1G【り1蔓．0◎）

全共連　ビノレ6階　のマツヤサ　ロン
13

特鋼講演「技術開発のあり方」
■

1婆

（シンポジウム⊃
14露0　『1970年代の日本と原子力開発3

エ5

意　見・発　幽表

討　　　　　　論

16

i

｝

一終了　1？．oo一 i

17 …

18



（第2日）3耳26霞　（木）
．1

A　　　会　　　場
　　　　　　　　蕨
a　　　会　　　場

9

〔講演一1〕 〔講演一2〕
〈原子力発電開発の現状と今後の見通し〉 〈原子力船の開発〉

9．30 「電力需給と原子力発電の見通し」 （2。分） 9．30　「原子力第1船むつの建造」　　　（30分）

9．50 「新型動力炉開発の概況」 （虚。分）

一10
10．oo　r原子力第2船以降の開発」　　　（30分）

10．30 「軽水型原子力発電所の運転と建設状況」
　　〈RI・放射線の利用＞
P0．30「RI工業利用における最近の進歩」

o敦賀原子力発電所　　（30分） （30分）

11

o福島原子力発電所　　　（20分）
11．00　「放射線化学の贋究開発と企業化の進展」
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30分）

o美浜。高浜原子力発電所（2 o分） 11．30　「宇宙，海洋開発に訟ける放射線利用」

o島槻原子力発電所　　　（20分） （30分）

12’

一終了『12．00一

一終了　12．20一
乙

13

〔海外招待講演〕

13．30 「フランスの産業界と核燃料サイクルの

世界的交易」 （50分） ＝

14

14．20 「イギリスに置けるユ970年代の動力炉
と核燃料開発の展望」　　　　（ 50分う

15

一休憩（15分）一

15．25 「西ドイツの原子力船計颪」

（50分）

16

16．15 「アメリカに即ける原子力発電の現状と

将来」 （50分）

一終了　17．05一
17

レセプシ・ン（17．1｛シー19．00）

日本都市センター本館地下食堂

18



（第3日）3月27日　（金）

A　　　会　　　場 B　　　会　　　場

　　　　　〔パネル討論会一1〕

X・30　　罫原子力開発と地域社会』

キー一・ノート

｢　　　　　論

一終了　12，00一
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　　　　　〔パネル討論会一2⊃

Ea30 沐R料鹸確立への翻謝

キー。ノート

討　　　　　論

齒I了　16．20一

　　　　　　　（閉会総会〕

P6．25大会成果とりまとめ

u40開会挨拶

一終了　16，50一



第3回原産年次大会プログラム，・

会期　昭和45年3月25日（水），26日（木），27日（金）3日聞

会　場　　臼本都市センター（東京都千代田区平河町2－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場：ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場：本館講堂

第1日　3月25日（水）

開会総会　　A会場　　（9，30㌧12．00）

　〈開会式〉

　　議長　　藤波　収氏（電源開発総裁）

　開会挨拶　　　日本原子力産業会議会長　　　　　　　菅　　　禮之助　氏

　準備経過報告　第3回原産年次大会準備委員長　　　　加　藤　博　見　氏

　原産報告　　　日本原子力産業会議代琴常任理事　　　橋　本　清之助　氏、

　〈特別招待講演〉

　　議長　　宗像英二民（日本原子力研究所理事長）

　講　　演　　　　「わが国の原子力政策について」（仮題）　　　　　　　　（10．30・》1LOO）

　　　　　　　　　　　　　西田信一氏（原子力委員会委員長）

　　議長　　井上五郎氏（動力炉・核燃料開発事業団理事長）

　講　　演　　　　「米国の原子力政策について」（仮題）　　　　　　　　　　（11．00『》12．0◎）

　　　　　　　　　　　　　グレン　τ．弘一が一グ氏（アメリカ原子力委員会委員長）

午さん会 マツヤサロソー全共連ビル6階一　（12．10㌧14．00）

特別講演 ・「技術開発のあり方」

　　　　　島　秀雄氏（宇宙開発事業団理事長）

　　　　　　　　　　　第1日一（1＞

（　13．00～i3＿30　）



シソポジクム．　A会場
瞬　　　　　ま

テーマ

　議長

　発表者

（1鶴。～1．乞◎o）

「1970年代の臼本と原子力開発」

松根宗一氏（日本漂子力産業会議副会長）

　（五十音順）

稲　葉　秀　三　氏　　（国民経済研究協会会長）

岸　田　純之助　民　　（朝日薪聞論説委員）

佐々木　義　武　氏　　（衆議院議員）

前　田　七之進　氏　　（窟士電機製造社長）

向　坊　　『隆　氏　　　（東京大学教授）

鶉1β州（2）



講演一1 A会場

　　　　　第2日13月26日（木）

（9．30㌧12．20y

〈原子力発電開発の現状と今後の見通し〉

　議長　和田恒輔氏（富士電機製造相談役）

1．電力需給と原子力発電の見通し

　　　　　　　　　山崎久一氏（中央電力協議会専務理事）

2．新型動力炉開発の概況

　　　　　　　　　清成　遽氏（動力炉・核燃料開発事業団副理事長）

議長　　菅原四郎治氏（九か電力常務取締役）

3　軽水型原子売発電所の運転と建設状況

　o敦賀原子力発電所

　　　　　　　　　鈴木小兵衛氏（日本原子力発電取締役）

　o福島原子力発電所

　　　　　　　　　野村顕雄氏（東京電力原子力部長）

　o美浜・高浜原子力発電所

　　　　　　　　　浜口俊一氏（関西電力原子力部長）

　o島根原子力発電所

　　　　　　　　　阿部弥之助氏（中国電力取締役）

（　　9．3　0㌧　　9．50　）

（　　9，5　0㌧1　0．30　）

）0011㌧G30
5

1（

）02L1㌧0◎L1（

）04L1㌧02
1
．1（

）00
の

21㌧04L1（

講演一2　　B会場 （　9．3　0　《｝1　2．0　0　）

〈原子力船の朗発〉

議長永野治氏礫麓灘嫡個社長・原子淋綴）

1．原子力船「むつ」の建造

　　　　　　　　　佐々木周一氏（日本原子力船囎発事業団理事長：）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2日一（1）

（　9．30㌧10、OO）



2、原子力第2船以降の開国　　　　　！

　　　　　　　　　　有吉三二氏（臼本郵船社長）

〈アイソトープ・放射線の利用〉

　議長　　篠島秀雄氏（三菱化成工業社長）

3ドアイソトープ工業利用における最近の進歩

　　　　　　　　　　飯島　弘氏ぐ日本鋼管技術研究所物理研究室次長）

4　回船線化学の研究開発と企業化の進農

　　　　　　　　　沢榔正一氏て日本原子力研究所高崎研究所長）

a　宇宙；海洋醐発における放射線利用

　　　　　　　　　　加藤正夫氏（東京大学教授）

（10．00・｝103◎）

（10．30馬》11．0◎）

（11．00㌧1L3｛｝）

（1　1。30㌧1　2．0　0）

畠海外招待講演 A会場 （　1　3．3　0　㌧1　7．0　5　）

　議長　　平塚正俊氏（住友原子力工業社長）

1，フランスの産業界と核燃料サイクルの世界的交易　　　　　　　　　（13．30・》1420）

　　　　　　　　　　J．マビール氏ぐフランス原子力庁生産局長）－

　議長　　骨卿若林　彊氏（東北電力社長）

2．イギリスにおける1970年代の動力炉と核燃料蘭発の展望　　　　　（14，2g㌧1環◎）

　　　　　　　　　　？．チューイ氏（イ’ギジス原子力公社生産グループ理事）

　　　　　　　　　　　　　　　休憩・（15分）

議長　・妹尾三郎氏（三菱原子力工業社長）

3．西ドイツの原子力船計覇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15．25㌧16．15）

　　　　　　　　　　M。7オン・ツ・ミューレツ氏（GKSS社営業担当理事）

議長　　一本松瑳磯氏（日本原子力発電社長）

4．アメヲカにおける原子力発電の現状と将来　　　　　　　　　　　　（16．15㌧17．05）

　　　　　　　　　　C・8．ラーソソ氏（アメヲカ原子力委員会委員）

レセプション 臼本都市センター本館地下食堂

　　　　　　　　　　第2日嶋②

（17．15㌧19．00）



第3日　3月27日（金）

パネル討論会一1　’A会場 ご　9．3　0　㌧1　2．0　0　）

テーマ　　「原子力開発と地域社会」

　議長　　平田敬一郎氏（国土総合開発審議会会長）

　パネル・メンバー　（五十音順）

井　上　　　売　氏

岩　上　　　郎　氏

正　親　見　　　氏

河　内　武　雄　氏

笹　生　　　仁　氏

柴　崎　芳　　　氏

田　中　好　雄　下

浜　田　　　正　氏

御園生　圭　輔　氏

宮　崎　　　仁　下

界　田　　　浩　氏

（日軍エネルギー経済研究所顧問）

（茨城県知事）

（東京電力常務取締役）

（中部電力副社長）

（日本大学教授）

（通商産業省企業局立地公害部長）

ご

（科学技術庁原子力局次長）

（日本水産資源保護協会会長）

（放射線医学総合研究所長）

（経済企画庁総合開発局長）

（日本原子力研究所副理事長）

パネル討論会一2 A会場 （13．30㌧16．20）

テーマ　　「核燃料産業確立への諸問題」

　議長　　田中直治郎氏〔東京電力常務取締役）

　パネル・メンバー　（五十音順）

　　　今井美材氏　（動力炉・核燃料開発事業団副理事長）

　　　今泉嘉正氏　（通商産業省鉱山石炭局金属課長）

　　　金　岩　芳　郎　氏　　（東京芝浦電気取締役）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ喜3日一（1）



小　山　武

島村武
西　依　祥

東　　　宣

法　費　四

森　爵国

横須賀’正

吉　岡　俊

雄　氏

久氏

一　氏

夫　氏

郎　氏

男　氏

寿　氏

勇　氏

（科学技術庁原茎力局核燃料課長）

（古河電気工業常務取締役）

（電気事藁違合会原茅力部長）

（日本鉱業協会理事）　　　．

（住友電気：工業常務取締役）

（日立製作所原子力推進本部次長）

（三菱原早力工業取締役）

（日本原早力発電常務取締役）

閉会総会　　A会場 （16．25）16．50）

　議長　　岡野保次郎氏（日本原子力産業会議理事）

大会成果とりまとめ　　加　藤　博　見　氏　　（漢晒電力副社長）

閉会挨拶　　　　　　　岡　野　保次郎　氏　　（臼本原子力産業会議理事）

篤3日一（2）



票 虚 報 告

B本原子力産業会議
　代表常任理事　橋　　本　　清之助

窪．　原子力実湘化の傾向

　　世界の原子力発電のすう勢

　　わが国の原子力発電の現状と計画

2．　原子力産業の甥簡

　　各国療子力産菓の勤ぎ

　　わが国の原子力産業の境状

5．核燃料サイクルに対する産業界の考え方

　　　ウラン濃縮商題をめぐる困際的甥き

　　わが園におけるウラン儂鞭間題

　　　わが躍におけるウラン蟹源確保の甥ぎなど

4．調印された核防条約なめぐって

　　核防条約に対する産渠界の考え方

5　甥力炉開擁，漂子力船崩尭，kい放射線利用．療子炉多目的利粥・摸境間題など



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ月25臼（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14：20～17：0〔｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lよ皇＿量＿＿．

　シンポジウム

　　　　1970年代の白本と原子力開発

議　　長

　　松　根　宗　一　氏　　　日本原子力産業会議副会長

　　　　　　　　シンポジウム。メンバー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五＋音順）

　　稲　葉　秀　三　氏　　　国民経済研究協会公長

　　岸　田　縄之助　氏　　　朝日嚢聞舗説委賛

　　．佐々木義武氏　衆議麟

　　醜　繊　七之進　氏　　　冨士電機製遺社長

　　向　坊　　　　隆　氏　　　東京大学教授



シンポジウム

　　　　　　1970年代の、日本と原子刀開発　　要旨竃その1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民経済研究協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　稲　　葉　　秀

　1．　1960年代と1970年代の呂本経済の発展について

　2。これに梓う技備進歩、公害対策、産業立地の問題点

　5．　日本のエネルギーの構造変化

　4．原子力への期待



シン塞ジウム

1970年代の日本と原子力開発 要旨：その2

朝　日　罫　聞　社

　論説委員岸　田　縄之助

1

2

猷
4
。

技術巨大化の必然性と原子力灘発

非核保有題と核保有轡との扇発体制

鼓術情報の燭家尚移助と情報入手の戦略

多極化時代の非核保有闘の三三政策



シンポジウム

1970年前の日本と原子力開発要旨：そめ5

衆議院議員　佐々木義武

∵7、0年代の騨として源子麟発糊は弟2騨燵しはす調そ畷済翫翻性

性をたかめっ各般の分野への適用力帯わめてさかんになろう。特に70年代の後半には，原子

力は幅広い実用期を迎えることになるものと考えられる。同時に，実用化にともなって解決し

て解くべきさまざ按の問題も生じてくるであろう。

　ここでは，このような時期に，わが薗全体の立場から，原子力平和利絹にどのような態度と

方策をもって臨むべきかを考察してみたい。

1　非核大國としての一念の確立

　　経済発艘と技術革新をつづけているわが幽は，19ア0年代に世界の：大量としての地歩を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食
　かためるであろう。このことは，激しく変化する麟際油点の中で，世界の安全保障に果すべ

　きわが題の役割が奮わめて：大きくなることを示している。一方，こうした状森下に届いて，

　わが飼では海外の探鉱醐発などによって，大：量のウランを白ら確i保し，再処理施設からは相

　当量のプルトニウムが取出されるであろう。ウラン濃縮の分野でもパイロット・プラント程

　度のものが稼幼しているかも知れない。これらのことは，わが陶が原子力実用化を進める上

　で当然の過程であり，昭和琢5年度の原子力予算に論いて始めて以上の核燃料サイクル確立

　のための予算が芽を出し，これによって7G年代にはこれらの蘭発の蔵果が期待されている。

いいかえれば，わが齢激語・な彬コ有蘇なってくるわけで乗る・このた．め・核防条約の

　批准や保障借琶をめぐって，内外に画ける論議が一層搬刻となるであろうつわが幽としては

　この時にそなえて，あらゆる角度より深い模討を加え，非核大姻としての埋念の確立と理論、

面諭心し・こ　略琶一一
嚢　原子力利用の多角的な進展

　　現在，横極的に進められている原子力発亀，原子力船，核融合などの蹴老については他に

　講るとして，1970年代には，多目的涼子炉の実屠1ヒと原子力の宇雷，海洋鋪発への適摺

　などが大きくクローズアップされよう。

　　第一には多目的原子炉の開発とこの完成により，尿子刀裏鉄，原子力1ヒ学工業，海水の真

＼．



　水化，冷暖房センター等のコンビナートが期待される。’

　　第二にはアイソトープ放射線の医，農，工等の各方面への利掬の発展であり，特にアイソ

　　トープの大量需要，大：量使栢が企図されなけれはならなレ㌔

　　弟ξは十薬立地の変革への配慮である。原子：力発篭の特質，あるいは原子力コンビナート

　の翻発により，日本に澄ける産業立地は根本的に変1ヒし，従来闘発されなかった地域がかえ

　　って原子力近代1ヒ都㎡建設の選地として発虚して行くことも可能となるであろう。

　　最後に原子力の宇宙，陣営への適用が盛んになろう。ロケットや海底作業船，調査船，ま

　たR工篭池や海中原子力発τ包所のような装直が宇冨，海海麗発に不可欠になるものと恵われ

　　る。こうした原子力の可能性をみ重わめながら，多方面にわたる原子力利用の開発に努める

　べきである。

　盛　醐発利用の効率的な進め方

　　原子刀開発のように，長期かつ巨大なプロジェクトを効墨的に遂行するためには，国家的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　，な見地からこれに適わしい方途を講ずることが肝愛である。原子力魔発利用を所掌する原一子

鹸一一…・・て・一一ること……一で一
1　咳た単年度の予算制皮は・長期にわたる麗発に必ずしも適当とは言えない。しかし・複数年
謎

！　にわたって幽門予算を組むということは，会計法の改訂など，境行予算制慶を大きく変えな

いばならず，他一の灘少な一．従。て諏…力1纏金制度と…特別

　臥

　’・な制度を設けるなどということも一つのアイディアと言えよう。

　　また，原子力圏発は他の巨大プロジェクトと深く関連するものであるところがら，原子力

　委員会などに澄いては，宇宙，海洋，あるいは知識産業などとの交流連携を密にして，総合

的婿齢壁や蝦樋ろう・．

　　働・197糊代の肝瑚剃用嘩める晦三つ鴫轡『毎騨勘樽技伽

蜘と・断曙給聯の雑常に選する蝦がわる・．なをと酬㌔こ鋳代ゆい

　ては，原子カプラント，原子：力技術か，園除的な貿易「ド場に豊安な雪覆を占めるだろうから

　である。

　上述のごとく，廻内に：おける原子力黒塗1ヒ1をメζ規1莫に進め，更に中外市場への進出をはかる

べき70年代に翻（ては，これ，を支える振子力技術者，技能者の需安がきわめて大きぐなるも

のと予測される。19ア0年代を展望する時，われわれはこうした現実の問題についても，十

分思いを尽す必至があろう。



シンポジウム

1970年代の日本と原子刀謝発　要旨：その4

富士電機製造株式会社

　社長　前　田　七之雄

＜展望＞

　70年代の圏内電力需要に原子力発電が寄与する叡断はこれまでの年代に比べて著しく高い

ことが予想されている。その上に輸出の大きな伸びも兇られよう。さらに発電のみならずその

他の分野においてもエネルギー供給に重饗な一翼を担うことが考えられる。この原子力にかけ

る期待に撮菜界として応えて対処してゆかなければならない。

〈員主粥発について〉

　当面は先進技爾の導入に依存しなければならないが、今後の動力炉開発については自主技術

の確立により幽内外の要求に応えてゆくことが技々産業界め責務であろう。動燃事業団を中心

として新しい動力炉の出発は着実に薩められており、戎々はその成果に期待し、これに協力し

て贈主技術の確立に努めたい。

〈国産イζについて〉

　産業界はこれまでに先毯譜繭からの鼓術導人により実溺炉の函産繧しに努力を傾注してきてい

る。現在においては大部分の原子力発電構成機器を國麓出来るまでに至っており．、さらに発電
　　　　　　　》ス魯・㌘惚ア｝）⇒、
所の綜合計画、取り濠とめについても技飛の彦得で戎々目身で行なえるものと考えている。ド

イツの例を児るに、原子力発電断の建設に際して政府が電刀公・佳と協1司で子会心を設立し、1

号機から・国内製出メーカーに王契約者の立場で建設を行なわせており、この危陳皇恩を政府

が鎌証するという進め方を採っている。この効果はドイツ劇内の諾安を目幽の裂遣メーカーが

充分にこなすのみでなく、嗣瞭競争においても他函のメーカーと互角の立場に並び、画外の受

注をしていることから明らかである。顔繧化の近逼として幽内裏這桑煮にやらせている、また

集者もこれをこなしてみるということがあげられるのではなかろうか。

〈梅外越出について〉

　療子力産薬の海外態出も僚チ力産茱基蟹を安定にするために璽費な課題である。当面は原子

力機器の揃出体制翌備が必要であり、さらには各罎の原子力鱒発に対する協力を考えなければ

ならない。国際協力、演緬纐出、緬出金癌蕃にどういうように灼姓してゆくかということが



70年代の大きな課題である。当面の大型機器輸出について輸出金融は国際競争上に重要な役

割を占めているので政府の強力な支持が望まれる。

〈燃料サイクルの確立〉

　燃料については、第一に濃繍ウランの供給を考慮しなければならない。現在の自主開発によ

る国産化は少くとも70年代までかかるであろうし、一方高速炉の実現は未だ時期を要するも

のと見られるので、幽際情勢の変｛ヒに対応して女定洪給が行なえるよう、現在の越産化の研究

開発の促蓮を回ると同時に入手先の多様化を可能な限り講じておくことが望ましい・また：使用

済燃料の再処理も重要なサイクル確立の一面である。現状ではこの面の対処がおくれており、

早急に本格的な再処理プランと建設が盟まれる。

〈多日的利燭の｛足進＞

　70準代における原子力の利用は発竃のみならず、鉄鋼、化学、脱塩等の広汎な用途が考え

られ、既に一部芸体的な検討をみている。エネルギーの有効乱用という点からすれば、圏の施

策として原子力踊発絹用長期計画に多目的利用の課題を採り上げて癒i諭してゆくこと潔必要な

ことではなかろうかと考える。

〈むすび〉

　原子力踊発利用には企業としてヌ虚常のものと異なり、黄金面からも人材面からも大きな負撮

となることが多い。山々藍上界はこれを企蒸としての祉会的責務と考え、三三にとり組む覚悟

であるが、樒方広汎な基礎技丙および蘭連部門の協力もなくてはならない。欧米声声の多角的

な二三政策からして、冨民一体となって原子力踊発利用に取り蕾むことが必要である。



シンポジウム

↑970年代の肝本と原子力開発　要旨　その5

東京大学

　　教授　向　・坊 隆

〔核時代にお～ナる国際問題〕

　衿70年代における魑際問題で、漂子力關発に関連して考慮しなければならないテーマはいく

つかあるが、現時点での関心の度合いと、今後の開発に対して持つインプリケーションの大き

さとから、核拡散防止条約をとりあげ、これを中心に原子力腿発における軍事利用と平和利用

との係わり合い、核防問題と濁際政治、騨際査察とその闘題点、技術麗発における濁際間の協

調並びに競争問題等について考察する。
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電力需給と原子力発電の見通し

中央電力協議会

　奪務理事　　山　崎　久　一

　電気事業においては毎年10力年程度の長期的な需要予測を行ない、これに対応した供給力

を充足するように電源醐発計画をたてている。

　わが詞の経済はきわめて好謡のうちに盤移し、金融引締めも行なわれてはいるが、依然とし

て高水準の成長を続けており、これに伴い電力誌要は掘変らず著しい増勢を示している。昨年

末に設定した長期計爾では、このような勤王から産業需妥の伸び、愚民生活水準の向上などを

内十分考慮して、電力童は年増加率で49年度まで／0％とみ、以峰5ろ年度までを9％とみて

いる。一方ピーク電力については、最近特に夏季冷房の伸びが著しいので49年度まで年増加・

剰2細みている・・れに膿蟹≒締翻7納・％を含め縄源醗蝿叩をたてた・

　しかし乖年予測以上の好事酵）疲が続いたため、ここ／～2年は必ずしも十発な供給予備力を

保有することができズζ需給バランスから見るとやや窮屈になる見込みである。

　金融引締めの時ではあるが、当面の需給パラソ家のだめにも将来の莫大な需要に応えるため

にも是非電源隠退を計画通り遂行しなければならないと考えている。

　電源の総設備は45年度末4，551万KWで、その内訳は水力57％、火力65％、原子力

は僅か0．4％であった。今葭含〔〕年尚に告発する電源は8，042万KWで、水力14％、火力

66％、原子力20％である。かくて55年度末設備は舎計1億2，595万KWで、水力22

％、火力65％、康子力15％という構成になる。

　以上は連転を踊始する出力であるが、着工する出力を示すと10年蔭1に合計出力1億545

万KWとなり、その内訳は承刀145％、火刀55．5％、原子力ろ2％となつ1ている。

　計画に当っては将来における康子力発電の経済性、エネルギー需給の蜘司、公害対策などを1

考慮して、建頗は火力よ幅いが積鍾的に原子力醗の離擁かるζとにしている・

原子力着工の構成比率は、中期6生年は25％、後期4翌年は45％に及び、窪0留年を通じて

52％となっている訳である。

　邸ち、函期6力年に20基1，565万KWの着工、9基501万KWの運1粥、5ろ年までの

鷹0力年には合計40基5，575万KWの着工、24基1，600万K響の運開という計画とな

っている。54年4月における遵転甲、建設中の合計は、46基6，600万KW余という莫大

なもの1こなる。



　原子力発電設備のユニット容量も当初50～40万KW級から漸次50万KW級、80万KW

級を採用し、48年度からは100万KW’1汲を着工することとしている。

　なお今回の計画による核燃料累槙所要盤は55年度までにU503で概算55，400七と推

定される・、

　電源開発計画

（1）増加出力および年度末設備
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　　　　　　　　　　　新型勤力炉開発の概況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動力炉・核燃料開発事業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副琳長置成．越

　動燃事業団は、：現在1、FBR実験炉、　FBR原型炉およびATR原型炉の5つのProj6c£

を進めている。以下これらの現状を畿括的に述べる。

1．　FBR実験炉

　　原研で行なわれた観念設計を受け継ぎ、さらに魚・k・・との共闘作業によ1，詳細設爵を進

　め、本年2月葉2硝にその畿置許可を得た。蔭下各m誌er　との間で製作契約について折緻

　中である。現在の予定は皇図のとおりであり、設置場所は茨城県大洗町である。

　　　　　　　　　　　　　　FBR実験炉建設工程表

　　　　　　　　　　　年’度i44　45　ゴ6　47　48
　　　　　　　　　丁郵r購鞠P額「嘩孫弄…瓢｝

　　　　　　　　　　雛脚弛Ll

ほ）主要仕様

　　　　型式　　　 混合酸化物燃料Na冷却ループ型

　　　　原子炉熱出力（第1期）　　　　　　　　　　5e題w

　　　　冷却材原子炉入口／出口温度　　　　　　ろア0／455℃

　　　　炉’亡か燃）奪斗集合体数　　　　　　　　　　　　　　　　　67

　　　　’炉心体積　　　　　　　2524
　　　　炉心燃料装荷量CPu／U235）　　　　　　444／151Kg

〈2）研究閣発施設　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　（a）　Na流動強熱・試駿施設

　　　〔研究項屠〕

　　　ω　燃料集合体の流動伝熱試験

　　　＠　機器の技術評価およびその取扱法確立のための性能試験



　　　レ9　冷却配管についての確性実証試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真一1）

　（切　揖a機器構造試験施設

　　　〔研究項目〕

　　　㈲　主要炉体構成機器のNa中での総合性能確認試験

　　　（ロ〉燃料取扱装置単体のNa中での性能確認試験

　　　セ9　大型ナトリウムポンプの性能確認試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写二一2）

　（c＞　α一7ケープ

　　　〔研究項目〕

　　　　　Pu燃料の照射後試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真一ろ）

　ld）　Pu燃料製造施設

　　　〔研究項目〕

　　　け）　FBR実験炉1燃料製造

　　　◎　ATR原型炉燃料製造

2．　FBR原型炉

　現在各maker　において一次設計を継続中であり、予定は概ね次園のとおりである。

　　　　　　　　　．、　　　　FB衰原型炉建設工程表

　年黄145　44　45　46　47　48　49　50　51　52

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　塵1鋤査1三二　　　　1｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　1　　建　設　臣緋i灘旨識i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　！i　　　　　　　　　　　　　　｛

設
　　　　i

許認副
　　　　1

敷　地！

　　　　i
建　設i

ω　主要仕様

　　　　型

　　　　熱　　出

　　　　電

　　　　式

　　　　力

気　出　力

混合酸化物燃料Na冷却ループ型

　　　　ア50MWt

　　　　～300MWe



　　　　増殖比　　　　 鐸．2以上

　　　　燃焼度　　　 10Q，000臨VD／t

②　研究慶発施設

　（al蒸気発生器試験施設

　　　〔研究項醸〕

　　　ω小蝋気旧辞試験磐プ1は磁的淋力学醗能試験・輯響性試験

　　　㈱　50麓W蒸気発生器・試験ループ1二よる定常および遍渡状態での運転結果の取得

　㈲　Na一水反応試験施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　〔研究項黙〕

　　　α）Na一水反応時の放出エネルギー・温度圧力の時間的変化に麗する測定

　　　（ロ）蒸気発生器および反応物放出系の圧力衝撃に関する設計資科の取得

　　　　的　反応生成物放出系の作動に関する信頼煙の確認

　　　　←l　Na小1eak時の破断伝播実験　　　　．

（3）これらの研究および実験炉の照射dataならびに建設経験を基に、今後さらに詳細なる計魎

　　を行なう予定である。

5．ATR原型炉

　　現在歌設計はほぼ完了し、本年5月から姪審査が行なわれる予定で麟．設翻所は

　福井県敦賀市で、各種の予備調査を終り、これから整地工事に着手する。現在の予定は次図

　のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　ATR細註建設工臨．，、　、ヂ

　　　　　　年　度i45　46　4，　・48　4，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　へ　　ロじ　も　　　　り　　りへ　ココ　ロ　

　　　　　　　　　　　　　l　　　i　　、iP　　l　　．i



α）主要仕様

　　　　型　　　　　式　　　　　　　　重水減速沸騰軽水冷却型

　　　　熱　　出　　力　　　　　　　　　　　　約557厳W

　　　　定格電気出力　　　　　　　　　　165MW

　　　　初装荷燃料濃縮度　　　　　　　　　　t5W／O

　　　　燃）葦斗集合体数　　　　　　　　　　　　　　 224本

②　研究鯖発施設

　（a）　重水臨界実験装置

　　〔鱗究項躍〕

　　　α）重水叛速材水位反応度効果試験

　　　㈲　炉心内の中性子束：分布試験

　　　囚　漏洩量算定のための炉心パラメータ測定

　　　の　制御棒・ブースター棒の等価反応測定

　　　偽　冷却材ボイド反応度測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真一4）

　（b）大型熱ループ

　　〔研究項目〕

　　　㈲　熱的設計に関する健全性確認試験

　　　＠　性能の評価向上のための試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真一5）

　lclコンポーネント・テストループ

　　〔研究項目〕

　　　α）燃料集合体の長時間の耐久性試験

　　　＠　燃料集合体の圧力損失・流水中の振動などの流動試験

　　　的　圧力管と異種金属の接合部開発試験

　　　1→　シール・プラグ開発試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真一6）

　（d＞　安全性試験装置

　　〔研究項目〕

　　　（イ）　一次冷却系内部破断試験



　　　　（ロ）一次冷却系外部破断試験

　　　　囚　非常冷却試験

　　　目　主蒸気管破断試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真一7）

4．上述の如く新型動力炉の醜発は、その準備段階を終り、いよいよ本来の意味の瀾発と建設

　の毅階を迎えた。

　　ひるがえって、新型動力炉の蘭発PrQjec宅決定の基本理念は、米国において既に実用の

域に達している軽水炉については、その導入廃発を民間に委ね、ATRおよびFBRは国家

　の資金をもつて、かつ国家の総力をあげてこれ等を自主囎発するということにある。

　戦後のわが鼠のめざましい経済発展は、先進国からの鼓術導入に負うところ大であったが、

わが鼠の実力上昇とともにこの方法も隈界に近ずぎつつある。技術導入とそれによって起る

技術の後進性という悪徳環を軽水炉までで断ち切り、将来炉は国の総力をあげて輿主技術に

　より開発をしょうと、ようやく圏が本式に肚をきめたのである。しかし、10年間に2，000

億の巨費を投ずるこの薪型動力炉の上面も、原型炉までのいわばPhase至であり、これに

続く実用炉に至るPhase　Hを考えれば、さらにこれに劣らぬ資金と人とを要するであろう。

海外先進諸国に10年遅れてstartしたわが岡が、これらに追いつき追い越すには、当事

業団はもとより関係各方面が真に國家的見地からこの計画め意義を理解し、これを成功させ

　ようという熱意に燃えることが必要である。

　　いよいよFBR実験炉およ塗ATR療型炉の本格的建設の段階を迎えるに当って・江湖の

　ご理解とご援助を望むこと切である。
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軽水型原子力七竃所の運転と建設状況

1　敦賀原子力発電所の建設と運転状況

日本原子力発電株式会社

　取締役　 鈴　木　 小兵衛

　敦蟹発電所の建設は昨年より引漉いて二次格納施設、タービンホール、廃棄物処理施設、サ

ービスビル、モニタリングステーション尋各種構造：物のコンフリート工事を施行するほか、各

僅機器、寵管、配課、タンク顛の鋸霜げを行ない44年8月主要工事をほゴ終了し、9月に燃

料を装荷、11月より出力上昇試験に着手45年5過すべての試薬を終了しました。この直汐

一ビンの下郡車室据付け検地を44年5月、燃料装み雨検査にかかわる系統機能試験を44年

6、月より11月にかけ据付けの終了した系統より順次実弛しました。また初装荷燃料は44年

2月から6月にかけアメリカα思社のサンホセ工場において裂作され、予蒲燃斜6本を含む合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱
計514本の新燃斜は4月下旬から6月中旬まで8霞1に分け空輸され敦蟹サイトに殻入され、

二凍格・納施設内オペレーティングフロアにおいて全数模査のうえ原子炉に装荷しました。以下

系統試額、出力上昇試験について毒心を説明します。

　系統機能悪声

　各系統を構威するポンプ、電勤戯の作動磯能、各痙配奮タンク類の耐圧などについては、そ

れぞれ単晶としての富谷は終了してから吏に、ひとつの系統として完全な連繋機能を出し得る

か、また流量、圧力、水位などの謝盛が正慕であるか否かを燃科装荷前にチェックするため、

各愛玩について語録状況、インターロック、面心信認などの磯能試鹸を行いましたQその主な

ものは

　原子炉比熱谷器シール差動計装、王蒸気系逃がし弁および隔離弁ならび1二原子炉頭部冷却系

逃がし弁、原子炉｛亭止時冷却系、康子炉浄彪系、液体毒物注入糸、炉心スプレイ糸、格納容器

冷却系、燃斜貯蔵磁冷却離化系、原子炉給水系、ドライワエル内ガス冷却系、凍子炉保護系、

制脚棒駆幼系、原子炉再礪躾系および湿（｝セット、非薦用ガス処理系、二次格納晒設漏洩率・

廃棄物処理系等であります。

　燃料袋荷試駿

　大気圧、需猛の状態で原子炉に燃料を装栂しながら実施する各裡物理試瑛で、燃料袋荷試鹸、

停止余裕試験その他の試鹸が含まれていますが大部分の試験唄日は出力上昇試荻と同一項口で



ありますので出力上昇試験の項で概要を述べることといたしたい。

麟舗は44年明20 ю苣ｾ・榊験畑紐舗したとき最小臨界となり・
さらに各種試験をくりかえして実施しなぷら燃料装荷を続行し、9月2．・8日．金数508本の装

荷を終了、さらに試験を継続し、10月5臼原子1騨蠕界試験を終了しました。

　出力上昇試駿

　原子炉圧力容器の蓋をしめ、再循摸ポンプを運転して加熱し、さらに・蕨加熱により温度圧力

を上昇して原子炉を運癒糧潔、葎力とし、さらに原子炉出力を10％、25％、50％、75

％、40G％と段階的に上昇し、各段踏に奏いて実施する試験であって44年10月50βよ

り着手、45年5月すべての試験を終了しました。

　この試験は特定の出力段階で行なうものと、各出力段蔭毎で実施するものとあり、その主な

ものは、刷御棒駆動試写、制御捧引抜順序試験、主蒸気編離弁性能試験、再循壌ポンプ｝リッ

プ試鹸、再循壌流量制御試験、タービントリップ試験、負荷遮断試験、圧力調整器試験、バイ

パス弁トリップ試鹸、給水系変動試験、炉心性能評価、外部電源喪失試験等でありますb

　この出力上昇試験を実施中44年／1月1ぎ日窃発電に成功、／1月21日より試験期熱中

に発生した電気を中地域に送電してから、擁1月4，459雛wh，12月24，ア50嫉響h，1月

5驚85瞼h，2肥972欝h，の発電を行ないました。

　また出力上昇試験の各出力段階に要した試鹸期尚は次の通りであり、との期間中には一部手

直しも含まれております。

10％出力瀬…144U21～44・域24
25％出ブ」細事灸…一・4疏11．24～44．1t50’

50％出ニノコi試葡建・・・…　44．12．1～44．哩2．2ア

75％1±1ブコ｝試握定・・・…　44．唾2．29～45．1．！2

100％出力試験……45，1．22～45．5



軽水型原子力発電所の運転と建設状況

　　　　　　　　　　∬。福島原子力発電所建設の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京電力株式会社原子力部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　野　村　顕　雄

　東京電力三農原子力発電所は、昭和41年以降福島県の太平洋岸のほ黛中央に鋭意建設が進

められている。現在得嵐2号機の建設1二びき続き、鍔機の建設準備を進あており、各設

備の概要は別表のとおりである。

　　　福島原子力発電所の概要

4．　福島原子力1号機関係

　　福島原子力1号機は、41年末原子力発電施設設置に関する宮庁許可を得ると共に、発電

　施設の建設を米国GE社ならびにGETSCO社にターンキー方式で発注し、45年10月

　の運開を目標に建設工事を進めており、45年2月宋現在総合進捗率は9G％に達している。

　　GE社およびGETSCO社の工事については、原子力施設は45年6月、原子炉格納容

　器の組み立てを、44年5月原子炉圧力容器の据え付けを終え、ひき続ぎ原子炉圧力容器内

　部構造物の据え付けや調整・試験を行なっており、現在制御棒案内管の挿入を実施中である。

　また付属機器もほ黛据え付けを完了し、配管のブラッシングを行ない、順次優用前検査を受

　けている。またタービン発電機は、一部機器の搬入後昨年10月より5カ月間行なわれたG

二一1　福島原子力発電所二の位置

　　　　　　　　　　◎福観

　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　福島原子力発電所が

　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　平。メ

　　　　　　　　　　　　　　だ　　　宇都宮。
　　　　　　　　　　水戸Ol
　　　』一よ9」潔二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　o剛4衝　’　　　　　　　．　　　！
　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　筑波急、議

　　　　　　　　　　　た蝿＼
　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　、ρ銚子

　　　　東京。〃ζ

轡◎㌢
　ノ　　　　　ま　　　　コ

　、ノ　　ξ　1



E社斜列キの轍器搬入紳陶〒練瀦鮒け二陣に影響綬｛ナたが・対ライ携轍、

　後は機器出荷が順調に進み、現制、45年1e月の営業運転｝粥始に支障を生じないよう据え

付け体制を整備し、鋭意据付工事を実施申である。

　　建家関係では、44年重三月末辱子炉建家の燃料取換床の外壁工事完了をもつて発極所本

館の主要工事はほゴ完了レ、仕上工事中である。

　　当社緬の工事では・取水離施設山事は・醗勲爵（全長％恥）・非隙堤峰

節60m）共惚4年琳詮腹懸殿完了レー瑚より天端コン・づノド〆増置．

驕5・5m）の撮を徳ってし’る・その他船離醐所・擁妊畢鞭完叫下唖・

　　工事計面認可申請関係では、最終の第17回申請（固体廃棄物貯職所縫係）を行なってお

　り、14回申講まで認可済となっている。

　　またト初装荷燃料は、寒月26日と2月4日の2回に分け、燃料集合体全量404本がサ

　ゴトに到着している。

　　今後のスケジュール妹・・燃料装荷を5月1千行ない・10月に運駅を開始する予定で秀る。

2．　福島原子力2号機聞係・

　　福島原子力2号機は、3号機に並置し、．嫉心原子炉格納容器の組表立て等順調に工事を進

めており・齢進捗韓明糊部7多に達している呼の琢の発注形態は一聯の

ターン躯方式と異なり・個別難方式を課ってお？源子炉蒸気系統・タ『ビン輝騰

主難器を．G瑚・に・そ回付1萬麗を鯨芝浦繍㈱に・ま醗騨本三三礎設鞭

島建設㈱にそれぞれ発注している。

　　発電所建家の本務的工事は、．44年初着手し、基礎堀削、人工岩盛の打設を行ない、7月

　に定礎式を挙行した。以降、原子炉怠納容器の基礎打設にひき続いて、1ゴ月原子炉出納容

　器の本格的組み立てを開始し、下部球童部の据え付け完了後、地上組み立てを進めていた上

　部球殼都の吊・り込みを2月に行なった。また同時にト「ラスの据え付けも実施しており、格

　納容器底部の漏洩テストを4月に予定している。

　　建築関係では・原子炉建家は定礎式後落下部分のコックタート工事をで1月末に完了した。

　現在絡納容器工事の関連で中断しているが、前述の格納谷器底部漏洩テスト終了後再開する

　事にしている。またタービン廼家は1／月より夕一ビソ台マソト工事を進めている。

　　一方設計製作状況は、丁丁関係では詳細設計および材料手配の設階になっており、建築関

　・係でも各建家の地下部分の設計を完了し、また機器の工場製作も膿調に進行している。

　　工事計画認可騨係では、筆5回程度に分けて認可を申請する計画であり、第1回分として



　45年11月に圧力容器に関する工事計画認可を申講して以来、現在まで5回の申請を行な

　い5回までの認可を得ている。

燃料の加工については、GETSCO社に発注しているが、当社が濃縮UF6を供給するこ

　とになっている。

5・　棉島原子力5号機麗係

　福島原子力5号機については、本年1月’その設置に関する宮庁許可を取得し、現在東京芝

浦電気㈱を主契約者として機器購入契約を準備中であり、2号機で修得された製作経験を活

　用して大巾な国産化を図ることにしている、，



　　　　　　福鶏原子力発電所の概要
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軽水型原子力発電所の連転と建設状況

　　　　　　　巫　美浜、高浜原子力発電所の建設状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関晦電力株式会社原子力部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　　浜　　口　　俊　　一

1．発電所の概要

　　発電所の位置、構内配置および主要設備について、その概妥と特長を紹介します。

ω輝胸耀・鮒鋤図のとおり・

　（2）構内紀置：添付第2図、第5図のとおり。

（5）主要設備の説明

…
丁一蔓浜1号機 1　美浜2号機 高浜1号機

建設地点　i
…　福井県三方郡美浜町丹生

福井漿大飯郡高浜町田ノ浦

回　　式 i軽臨写鋤働型 同　　　左

電端電気出力 　「ττ薇w 500粧翼
　　　　　　　　　　　魑一
W26駆W‘
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2．建設工事状況

　主要施設ならびに機器据付の現状と工程に．づいて紹介します。（スライド利用）

（1）美浜1号機

　　a　取、放水口、放水路、格納容器、原子炉補機室、タービン室、特高朗閉所等の土木建

　　築工事はすでに完了しています。

　　b　原子炉容器、蒸気発生器、一次冷却材ポンプタービン発電機、変圧器等の主要機器

　　の据付は、ほゴ完了しており、2月26日には主冷却系の水圧検査を終了いたしました。

　　現在、一部配管工事を続行中であります。

　　c　二次系の主要機器の据付けは、昨年末でほゴ終了し、本年1月には給水管、主蒸気管

　　の化学洗確およびタービン発電機オイルブラッシングを終了しています。

　α　今後、一次系構助配管、一次系ケーブル（亘長約5Z5万メートル）の据付完了を待

　　って機能試験を行い、引き続いて、燃料装荷、試運転を行うことになります。

　　e　初装荷燃科アセンブリ‘二ついては、ウ社供給分121本（予騰黙料2本含む）が5回｛二分けて

　　また三麦供給のアセンブリ2本もサイトに到着し、貯ぞう庫べの搬人が完了してお

　　ります。

　　f　本年2月末境在の総合工事進捗率は、約94％となっております。（昭縮41年12

　　月着工以来ろ年ろケ月経過）。

（2）美浜2号畿

　　a　咋年1月より開始した格納容器の組立は終了し、咋年窪0月には耐圧漏洩試験を終了

　　　し、場在内部、外部コンクリートぎ丁讃中であります。

　　わ　原子力ボイラ浦磯壼の漆曇礎工事は、すでに完了し、上部コンフリー｝：の打設中であり

　　ます。

　　c　夕一ビソ杢鉄骨建方は峰年10月末に完了し、境在、タービン台コンクリートを打設

　　中であります。

　　d　今後、これらの建棊」二夢の遷渉を待ってボイラ禰機室への機暴搬入・脱気器ポールア

　　　ップ、タービン発竃機の据付を繭始することになります。

　　e　本年2月末」見在の総合工事莚捗率は、約57％となってお9ます。（昭禰45年5月

　　着工以来4年／0ケ月経過）。

（5）　高浜1号磯

　　a　昨年8月以来、土地遣成工事を夷旙中で本年2月末境在、設計切取量166万㎡’のう

　　ち、約92万㎡（55％）を完了しております。



　　b　顧道27号線から分岐して、サイトへ通じる艮道の改疹工事が、建没薦鮫材の嚇送に

　　間に合わすべく・翻裸呼・・よ1～・本年綴工の予定碗行中でありまづ』・

　　c　昨年／2月12｝ヨ付で、安全審査に合洛し／2月15日付で、高浜漂子力発電所建設

　　事務所を關設しました。

ろ．所　見

　原子力発電所の建殺工事で経験した工事中に留意すべき事項について概略述べます。

以　上
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軽水型原子力発電所の運転と建設状碑

　　　　　　　　　W．島根原子が発電所の建設概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国電力株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取　締役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿　部　弥之助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力部長

．1．　建設の経緯

　　中国電力が第で号原子力発電所の建二地点を決意するについては、当時の国内事情等から、

　問題の比面的に少ない、言わば円満に地域の了承を得られると囚われる地点、即ち、県当局

触地満欄‘鵜鱒子一二の建設・・対す碑解のある地点確定する・とにした・

　このような条件から・享地基準等の技術的な問題に加えて、地理的条件を勘案して、この地

　点に決定した。，

2．発電所の位置

　　この第窪図に示すように、ここ島根県の島根半島の日本海側に設置した。ここは松江市の

西北約10kmの地点であり、この謝ま輪谷湾とし｝し1、1待近は無人地帯である・発電所の設

　備はこの地点内に入るが、工事用仮設備の敷地を含めては、十分な用地がないため、隣りの

　宇中湾を一部埋立て、約5万塑の用地をつくり、この間をトンネルで連絡することにした。

　ここでは、主としてコンクリート製造を行ない、用地造成中は、プロソクやテトラポットの

　製作場とし・・発電設備律設になると・ここから所要のコンクリ「トを運ぶことにした。

　　導の発電所地点は、膓根半農の中央稜線によって乱松江側と遮断されているため、この山

　脈を二つのトンネルにより連絡する方式を採用レたg第2図は、．宇中湾の仮設工事場であり、

　建設業者の事務所、工事用水源、池等が示されている。

5．　機器選定の経緯

　　日本の原子力発電設備は、東海発電所のガス冷却炉についで、沸騰水型とした敦賀発電駈

　および福島発電所があり、これらはいずれも、主契約者を米国G£社とされていて、その設

　計をもとにして、日本においてG£社と密接な関係のある東京芝浦電機㈱および㈱日立製作

　所の両社が相互に反対部分の製作を撮当されることに・なり、この両発電所が完成することに

　より、両社共設備全般をマスターされるよう先行各社が御配慮されたのであり、原子力発電

　設備の国産化に十分の経験と自儒を持ち得るようになった。このような情勢を察したため、

　当社は国産化の道を歩むことにして、細立製作所と協同研究に入ったのが42年5月であっ

　た。



　　一方、霞産化と共に、出力確保、即ち発電設備の信頼度確保のため、当社では、少なくと

　も数年前に、圏内において運転経験を持たれる東電1号炉を目途に諸般の計画を進め、また

　関係各位の御画論を頂いて参った：。

　　第ぎ図は、発電所の建設完成予想図である。用地の関係上、排気筒の位置には少なからず

　隠恥した。

4．　工事の工程について

　　この工事は、建設準備工事と本工事に分割する方式として．．準備工事は発電所敷地の造成

　までとし、本工事はそれ以後と区分した。

　　幸いにして、関係方面の御指導に。ヒり、この工事を時間的に十分連続することができ、全

　工程を支障なく遂行する臼途を持つことができた。第4獅は、全工事工糧表である。

　　準備工事中には各種の事前調査をあわせ行ない、安全審査や設計に必要な資料を得たこと

　はもちろんである。

5．工事の現状

　　第5図は発電所建設現地の現状である。

　　第1図に晃られる中央の出張りを約仁0万が切取り、前面の海面約6万㎡を埋立てて、

　総面積約謹0．5万餅の用地を得、ここに第！号機の他に第2号機を設備し得る山地とした。

　港湾施設や防波堤のため、右側の海岸を約10万7ガ切取り、ここに1．5万塑の用地を作った。

　　用地の有効利用と掘削量の減少のために、Turb撮e　FloorとReac乞or　Floorを段違

　いとして、おのおの＋8．5mおよび一ド15．Omとした。また、保安電力、即ち予備電力の進

　入ルートについても格段の配慮を払った。

　　第5図は、④　42年4月の建設予定地

　　　　　　②・海南冗月の建設現地

　　　　　　③45年5月の建設現地を示す。

　　（本予稿には②のみを示す）

　　（第6図発電所構内配置図および第7図発電所縦断図を参照）

　　　本工事の着手は、45年2月｛哩日で寸輿下React◎r　BuiId三ngの基礎掘肖llを主とし

て、この付近の防波堤、排水口工毒・糟行なっている。冷却水取水は、深麟取水の予定のため、

　導水路は準備工事の際に一部を施行することにした。

6．　本発電所地点の特徴

　　安全上、この地点の特徴を述べてみると、



（1｝　社会環境として、付近は人灘も少なく．、発電所用地確保は比較的容易であり、

（2）地質は、頁岩と凝灰岩の互層で、原子炉建物の基礎岩盤として、堅硬で十分な地耐力が

　　あり、

（3）地震も、適去の記録によると、全国的にみて地震濡動性の低い地域の一つであり、ほと

　　んど震害の経験が・ない。

〈4）気象については、静穏状態は少なく、安全上好ましい条件にある。

Z　核燃料の取得計画の現状

　　本発電断の運転に要する核燃料は、カナダおよびアメリカから入手することにした。天然

　ウランの入手については、長期契約として、カナダのデニソン・マインズ社からウラン精鉱

　800ショート・墜ンU308、およびリオ・アルゴム・マイソズ社からウラン精鉱約500

　ショート・トソU3◇8を購入することにし、スポソト契約として、カナダのエルドラド・ニ

ュークリア社から六弗化ウラン約1eoショート＼トソU308換算を購入することにした。

　これで、初装荷用としてほ十分である。

　　また：、ウラン精鉱の六弗化ウ「ランへの転換については、アメリカのアライド・ケミカル社

　と、濃縮については、アメリカ合衆国原子力委員会と、近く現地で具体的折衝に入る予定で

　ある。

，
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原子力オ1船「むつ」の建造

艮：本原子力奴踊発事業団

　理事長　　佐学木　　周　　一

　礒木原子力船蘭発一事業団は、原子力弟／船「むつ」の建造を進ある一方、　「むつ」の運航に

蹴・船員の養成訓練と・定係港の建設を進めている・これら業務の進麟龍酷特長等｛・つい

て説明する。

（一）ピむつ」の底面

　　　「むつ」の船体は、船穀およびぎ装工事をほぼ終了し、現在二次遮蔽工事を行なっている

が・rのう郷・型鍋レ欄係の工輔既に終り・現樋コンタ野トの輝工事を行

　なっている。　「むつ」の澱体は本年夏に完成する予定で事業団は、、この船体の引渡しを受け

るとただちに定イ幽趣胤て・そこで｝紆炉の鰍輪嫡・

　　漂子炉を構成する圧力容器・蒸気発生器，・加圧遷・寸心支持構造物・主冷却水ポンプ等の

　各機器は、現在材料の熱直伽工を終えて袈作工程に入り境在、50パーセント程度製造が進

　んでいる。45年味1にこれら幾器の「むつ」への搭載を終り、47年に完成する予定である。

　　　「むつ」に装荷する倣綴覇二酸化ウラン燃糾は、幽内メーカーにより、ウラン鉱石の調達

　　から、転襖加工専一括して製潅が蓮められており、46年7月に完即する予定である。引

　き続いて睡上霊界試験を行なった後、事叢団の責任において原子炉に装荷し、出力試駿、梅

　上高試運転尋を行なう予定である。

　　　「むつ」の船囲は、幽内波術の活用と安全性の確保を二つの柾として進めており、　「むつ」

　は、わが幽はじめての函麗燃耕による士爵動力炉と雷える。　「むつ」には実験貞20名を収

　拝する設麟をもっているので、将来実験航海が行なわれるときには、これを住きた三三とし

　て譜装画の再検討を行なわなければならない。

（二）定係港の建設

　　女子力船の運航に豪い必要な、立射挫廃棄物の陸揚げと処豊、核燃料の交襖と貯蔵等を行

　なうと共に「むつ」の康子炉ぎ装を行なうために事業団は青森県むつ［｛丁に定係港を建設して

　いる。

　　定係港の王な地設は、長さ約／75メートルの岸壁、約75トンの昂上げ能力をもつ岸壁

　クレーン、燃料交換投蒲、廃棄物貯蔵設備、放射線管埋設備、勤力設露、およびこれらの設

　輔を収容する建箆尋からなっている。



　　これら施設のうち、本年夏から始まる漂子炉ぎ装に必要な設備をまず完成し、その他の設

　備は、「むつ」の運航に傭え46年末までに完成する予定である。

　　定係港の施設に付属して、定係港の赫面海域約コ5万平方メ＿トルを水深8メートルに凌

　藻すると共に「むつ」の運航を助けるために、／，0eo馬力の主機関をもつ曳船を建造して

　いる。

（三）船員の養i成訓練

　　「むつ」の葉組員は、総数56名で、これら乗組員は、在来船について深い経験と賃格を

　もつ上に、舶用炉の遵転や、放射線防護に文寸する基本的知識と鼓術の習得が必要である。こ

　のため次の基本方針により、船員の養成訓練を行なっている。

　（1）基礎知識の習f尋には、主として陸上原子炉を目標に粗まれた翻内の観存課程を利用する。

　（2）建這工事期尚中に現場に立会い、基礎知識の実務への適用をはかる。

　（5）外国の原子力船をできる眼り利用する。

　（4）プラントシミュレータにより煙転訓練を行なう。

　　養成訓練の総まとめとして考えているプラントシミュソ一壷は，「むつ」の原子炉系、推進

　系の重要事象を模凝する装置で、46年までに完成し、定係港に設置する予定である。・

　「むつ」の囲発は、原子力船崎…代に備えて、計画されたものであり、その建造、運航の経験

は、実用化への布石として役立たせなければならない。



原子力船オ2船以降の開発

田本郵船株式会社

　社長　　有　　吉　　義　　弥

原子力船の将来性

　　ここ数年間の船融の高速化や大型化には顕著なものがあり、米愈のシーランド社の出力

　112万馬力、最高速力55ノットのコンテナー船をはじめとし、8万馬力、26ノット以上

　のもの約50隻の建造が既に計顧されていて、1971年の後半から世界の基幹航路に就航

　しはじめ、誠書分蜀を甲心としても欧州、紐奮航路にその内ゐ多数が就航のことになっている

　が、その始んどは油焚き夕一ビソを備え鉋離の長い航路で1ま約1万トンの燃料を保有せねば

　ならず、これが荷物の横み高にも影響を及ぼしている。今後、ガス、タービンのような新ら

　しびエンジンも現われる』ではあろうが、醸を燃料とする限り、どのエンジンでも推進力とし

て使われる熱効率は大剛喫であって燃料保有量も多くなり、この点力・らも将来、舶釈尊関

　についてもエネルギー革命により漂子力船時代がくるものと思われる。

主要：再運謹の動向

　　現在就航中の慮子力厳i船はソ連のレーニン号、米囲のサバンナ号、痩独のオット・ハーン

　号と、建遣中のものに日本の〃むつ〃があるが、これらは何れも経済性を2義的に扱った実

　倉船的色彩の強いものばかりであって、其の後は何れの麟でも蕗船として実朋化されていな

　い。その理由は経済性の高い舶粥炉が未だ嗣発されなかったためであるが、この闘、官民協

　期して麟発努力を続けていて現在では。雛U－11｛型などに見る如く実用化に今一歩の所まで来

　ており、米、英、酉独の護国では／970年代の実事を自獄として具体的な設計を進めてい

　るので、一往、実用化された1暁には急激に普及するものと恩われる。

海運界としての要望

　　我が国の療子力獅噛が今直ちにヲ≦用化するとは思われないが、前記のコンテナー船の高速

　化のテンポを見ると数年澤；∫に予想したよりも意外に早く実現するのではないかと思われる。

　従って日本としても蓉し必要ならば何痔でも建造出来る態勢は整えておく必要がある。

　　一方原子力船の実用化をはゴむ闘題も芭々あり、放射能に対して戎が魍では核アレルギー

　と云われる程不安感を待っているのでこれに対して、・今後共、地道なPRを続けて原子力船

　の安盆について允分認識せしめる必要があり、原子・力擬雷賠償については麟内法制の盛備ば

　かりでなく鯉際的にもその眼度の取り極めが必妻であり、又陰欝関係についても保険業界に



呼δかけその料率も決定せねばならず、更には核燃料の価格についても、差し当たり軸馬力、

蒔聞当たり2ミル程度と見ているが戎が国は核燃料め楠入園であるから、今後共安定した価格

で継続的に輸入出来る方策を確立する必要がある。しかしこれは何れかと云えば人為的に解決

出来る聞題なので、今から直ちに取想まねばならぬ最も大きな間題点としては矢張り経済性の

高い炉の瀕発であろうと思われる。

　在来の抽焚きエンジシは重油を燃やしてその分子の構遣を変えることにより熱エネルギーを

取り出すものであるが、原子炉では原子の中の更に小さい核を分裂せしめると云う数歩近んだ

分野に踏込むものであって、それだけに禾解の分野も広いので原子力先進困においては実鹸船

に引続いて飼としても多額の研究投資をしたり、蕊艇周の炉の開発を通じ間接的に商船用の炉

の關発に力をそ玉いでいるが．それだけに秘密保持の上からも我が瞳への技術導入も困難である。

　従って我が繭としてもこのような大きな技術革薪に対しては宇宙開発に見る如く、失敗をお

それることなくナショナル、プロジェクトとして国家的にその開発に進むべきものであり、又

それが技術遮歩に対する波及麺果も養過出来ない威果ともなるものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



アイソトープ工業利用における最近の進歩

目本鋼管株式会祉技術研究所

　物理研究釜次長　　飯　　島 弘

（要旨♪わが蠣でラジオアイソトープ（R工）の工業刺絹が積についたのは三和50年前後で

あり、欧米講圏に対して大串に遅れて利用餅究が開冶された。その後十数年を経適した現在、

我が顧においても工業利爆がかなり急速に進歩した。

　置工放射線工業調用は（1）非破壊検査（ラジオグラフィー装躍）　（2）計鋼利用　（5）トレーサー

利嗣　（4）照射朝粥　（5）その他に大刈される・，

　非破壊検査装置の普及の娃移をみると、昭縮58年に便用台数！68であったのが、紹和

44年1二は422台という大「†3な伸びを示している。溺期には6◎GO／～2Gi程度の線

源が用いられていたが、最近では照射侍闘短縮のため50～竃00甑の線源を絹いることが

多くなり一〇〇〇Gi或いはそれ以上の線源も多少脇・られている．又魏エ・は比放射

能添高く、500～60GKeVの多数のr線を放射するので従来のX線装置に匹敵し、欠陥識

別度も高く照射器も小形（こなるので、欧米で広く利用されている。我が闘でも最近急速に使桐

されるように，な：りつつある。

　利用業樋は機械、竃藏、遣船、鉄鋼等が主で、機械製晶、溶接購遺物、鋳鍛鋼製晶、パイプ

ライン等の検査に用いられている。鼓近ではR工、ベータトロンの池に電子ライナソク、中性

子ラジ：オグラフィー、瞬詩現家の撮影1ニフラッンユX嶽装置も用いられている。

　放射線応用計測器（分折装1重を診む）としては、厚さ計、液面計、密度計、水分計、含泥率

計、雪量計、真空計、イ：オウ分折計、ガスクロマトグラフィー装置、放射化分析装置、R工螢

光X線分析装置尋きわめて多岐にわたる。このうちでは摩さ計、液面計、密度ll十、水分計が一

般工業計器なみに言及している。厚さ計は金麟工羨、紙パルプ工業、彪学工業でよく利用され

ているσ例えば鉄鋼柔；では】37C＄10恒程度を線源とするγ繍享購板厚さ計が鋤ユiae

で嫁働しており、その出力をコンピューターで処埋し、胡卿システムめセンサーとして活用し

ている。液面計は1ヒ学工業で群をぬいて使用されており、化学反応装置の液面レベルの濃1定或

は制脚システムのセンサーとして利用されている。金属工業においても最近注1ヨされている連

続鋳造工程で溶鋼レベル計が活用されている。また中性子水分計が鉄鋼業で群をぬいて利網さ

れており、綱えば焼穂工場の甦動劇御系にくみこまれて裁力を発悼している。この他酸素の中

性子放射化分析装瞳、且工螢光X線分析装置（イオウ分析計を含む）、陽子による軽兀素のX



紛簸川ども最近灘捻れるようになってお甑蜘・照蜘覧｝詠分鞍置の伸びが瀬

されでいる。また凹しい繭単な村用機器として放射線不彗用インターロック装置、警報i蜜諺、放

身す線リレ’一酌が活用されている。変った例としてはα線源を甫いた叉霊検出器が建築物の火災の

モニタ．一用として大量庄産される気運にある。・いつれにせよ、放討線応用計器の進歩曇まこれと

コンピューターの撮合せで主産工程システムの生自勤化出現へ寄与するであろう。

　トレーサー朝矯はラ・ジオグラフィ或は応絹計・測器巧iij罵ほど普及はしていない。最も惹欲的に

利用している業激ま化学工叢、金属工菓及び尾：礒、撰：隷工業であるが、これらの業種でも痩用

煮は大企藁に眼られている。

　即知の蓬積、慈る特定：元素をノ栖うa工で漂識してその挙動、濃度、分布状態を追跡解明する

方法がトレーサー法である。従って利用穿及度は小さいとしても㍉単発的な利用例は多岐にわ

たりおびたゴしい。

　例えば化学工業では　（1）放射分析による工程蕾懸　②内部トレーサー法礁よる工程管理　（5）

肺野蹴（4）購その他分1撒作醸討穿れ鐸讐定（醗動1酬究（7）瀬踏浜1搾，

（8）反応機構、反応率測定　（9）漏洩測定等の網用網があげられる。一例をあげると、．大規模化学

プラントへの利用、例えばオレフrイ，ン水添反応器の著弩留峙閥の測定があ・る。　トレーナーに．は

2婆OLa一ナフテネートを用い、灘了した謎度齢尿から平均滞留痔尚や凝合係数を求めてい

る。

　金竹工婁に，おけるトレーナー一利用も原肥的、手法周には毒学工業と大．差ないが、鉄鋼業；では

装直が大規漠、対．象が蕎融金属、妖町田贔という点で多少おもむきが穿る。た：とえば、化学工

業で用いられないオートラジズグラフィーなどは有力な手法として浮び上る。利用例をあげる

と、（／）高炉垂：油吹きこみ操楽に怠ける豊繍甲のイズ’ウの季鑑漉挙揖、（2）脱．遵反．応、非金属介在物

の研究　（へ））3r含金の町鳶アーク溶四過』証の研ゾ置　（4）溶融全等の流動i畷定　（5）裂管工程でのTl編

滑劇物葡腱㈲金属醤穐の。ll定の電解クロム酸処昆経綱疲の研完（ε）大気腐食、応力腐食等

に関する研1究　（9）水素脆提：に灘．する瞬冗　（’鋤金属中の極敵駐ボロンの畜分騨能ニオートラジ・オ

グラブィー　写があ1）、、最近の蓮歩という下地で庄1算すべきものがいくつかある。

　f磁のトレ砺棚揚蓮歩の灘としては、ゆ覇・が動　醐嗣：・1・卿舵5縮1

．がユ・…よる隊臨舞碁鮒（鞭辮レーヅー嚇寺繊・嗣・2燐，26A・，

18FなどのIR工多重標識法によるアルミニウムの蕎融塩憲認ほ簿の冗冗）　（5＞アクチパプル．

トレーサー餌朔槻：闘魂ユ含金をアクチパブル汗レーテー瀕して陸’た篭雛介在物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　ド　　　げ　まドの研究）　などが次第にさかんとな．っているGまた、毫チ顕縫鏡観口吟欝ら響55〔；O～426t沁）

にたえる超ミクロ・オートラジオグラフィーの高ちこな技鍵が藤立され’家素急ilの醗酵にルき柄



されたり、10βい，α）7鼠の核反応のα隷を糊した金属中のボ・ンのα繍一トラジ

オグラフィーの特殊技衡も報告されて注潟されている。しかし、日常的に工程に定着したトレ

ーサー利用例はきわめてすくなく、その翻として直にあげられるのは、周知の通り、高炉にお

ける60GOによる炉壁浸食測定、炉底残留溶銑量測定等にすぎない。

　放射線照射処理の応慮については・アメリカでは非鵡な経済郊果をあげているが・我が国は

大分立ちおくれている。照射処理の携としては、G）トランジスター及びダイオードの特性改善

（2）ポリマーの放射線改蔚　（5）プラスチック架橋　（4）ウッドプラスチック製造　（5）殺菌、食：品照

射　（6）塗料の放射線キユアリング　などがあげられる。いずれも注目すべき発展途上のテーマ

である。

　なお、新しいR工利矯としては熱源、動力源としての利用を忘れてはならない。殊に最近話

題の海洋開発、宇宙關発においてHエは熱源、劫力源として必須のものとなるであろう。



放射線化学の研究開発と企業化の進展

日本原子力研究所　高崎研究所

　所長　　沢　　柳　　正・　一

　近年放射線化学の工業化が世界的に急速に進展した。科学技術庁の統計によれば、わが國の

医療用装置を含めた放射線施設の数は、十年朗に絞べて55倍に増加しており、特にご、二年

程前から工業利粥が医療用を抜い一て首位を占めている点に庄意すべきである。また特許面に菟

磁野州吸平野・輝雀応碑のア碓をピク四脚1鞭翫ど？てきたが紹
和40年を境にして増加の傾向を示している。

　昭和44年度は高碕研究所だけで44件の特許出願を行なっているG

　かって十二年前にブームを呼んだ放射線化学は十年近くの面沈黙の時代を過した。当時は線

源の入手も不隠由であったし、その聖扱方法も未熟であり、まして基礎研究が甚だ不充分の状

態であった。

　しかしその長い沈黙の間に世界に・おいては基礎研究が地道に続けられてきたことを忘れては，

内ならない。31SRによって短寿命ラジカルが観測されたのは窪965年のことである。

　近年米国を中心に世界的に放射線化学の工業化が進展しつ＼あり、まさに実用化の時期を迎

えたと云うべきである。

　工業的な兇地から見ると、何と云っても最も莚んでいるのは米瞳である。

　米国で最：も工業化が蓬んでいるのは放射線によるポづエチレンの改質であり、鷺つの会社で

企業化されており、生産量は野々瑠加を続け、これら架橋ボヲエチレンの総売上高は年間

ろ000万＄に達したとのことである。

　次に工業化の犀んだ分野としで木材プラネチック（W：P（））を挙げることができる。

∴二∴濃緑1勲1∴蕪1・∫　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　渕囑で職に三つの会辻が企熟二し∀おり、その纏瞳高は噺嬉1釧0加配達したとのこ，
とである．・…ランド、スエーデン／デンマー久鋤ど酬究されている．

　次に工業化されたものに放鮒線によ　塗料のキユアリングがある。英曖やフランスでも盛ん

に研究されていたが、米国ではFCrd、1、⑳℃er　仕の特許、技術の実弛確を得たBつise　Gas｝

ca葡eOrp．祉で表霞唯上げのプ・セスとして大規懐に開発しており、年尚約50万㎡の生
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　。。＿。＿＿＿一



　このほか、Deer工韓Miユユik鋤社では編とポリエステルの混紡布位メチロール、アクリル

アミドを電子線でグラフトし、パーマネントプレスと汚れの落ち易い性質を付興することに成

功し大規模に企業化している。

　エチレンの重合も民面三杜で大規膜に繭発研究が行なわれていみ，

　私は一昨年来米躍および欧州の主として放射線化学研究施設を視察する機会を得たので、時

間の許す範韻で詣外圏の情勢について触れてみたいと思う。

　さて高崎研究所は放射線化学の工業化を促進することを目的として設立されたもので、大型

施設を用いて二二研究を下記と共に広く行なっている研究所で、世界にも例のないユニーークな

存在である。

　たゴフランスのO鶏Aは、サクレー研究所にGAPR工と祢してかなり大規模な開発試験場を

建設中で今年から稼働の予定である。

　高崎研究所では既存のエチレンの放射二重念トリオキサソの放射絵固相重合、グラステック

スの放射糠改質の三つのプロジェクトがあり、この内には近い将来に企業化が期待されるもの

もあるが、このほか臨機的なプロジェクトとして特異な性質が期待できる炭素繊維の研究、プ

ロピレンエラストマーの研究を民闘会社との共同研究として進めており、「また金属に対する塗

装キユアリング、FRP、オゾンの製造、エチレンの共重合体の慶造、放射線によるグラフトの

研究などを行なっている。

　また国の特定総合研究として食晶照射のち、1照射に関する研究を行ないつ、食品照射センタ

ー（仮祢）建殺の準備を莚めている。’

　高碕研究所で研究はしていないが世界的に急速な発展が期待されるものに、・放射線による医

療器臭の戚菌がある。財団法人放射線照慰振興脇会では、高瞬研究所の施設を使っ・て大量の医

療器具等の照射滅菌を行なっている。

　1967年の原子力予鼻について見ると米困は日：本の約50倍でズ920億円、次はフラン

スで日本の約22倍、以下英国、ドイツ、カナダ、イタリアで1ヨ本は残念乍ら七番目である。

たゴし、温温、フランスは軍事黄を含んでいる。

　高爾研究所は予算もさることながら漫秀な頭脳と民蘭の鰯力を饗講している。

　今後共御指導齢協力と御鞭達を賜れば幸であるb



宇宙、海洋開発へのRI利用
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　宇街開発や海洋蹉溌へ，放射性同位元素ならびに放射線を利用しようという試みの大部分は

最近翻発された技術で，分析や応用計測に幽するものをはじめ熱的利用にまで及んでいる。以

下にその面心を述べる。

　　海洋魔発への利用

　　応用計濡しては，海水中轍賄融・慰滅し鯨融圧計鋤げられる．・れは馳

　や57GOが温度や圧力に比例して恩誼がずれることを利用したもので，10分計数で6000∫七

　±50∫七，水温士α6℃ではかれる。

　深海の流速と流向をはかる流量計も実用／ヒされ好論語を得ている。理論的にはα002ノ：』tズec

　蜜で測定できるといわれている。16本の検出器を環状に配妬し，その中心部から放射性同

　位元素を放流し，どの検出器の近くを何分後に逓過したかを検出して流速と流向をきめるも

　のである。

　　離の瀬伽搬論定するものとしては，臨と曲管を組みこんだ・一幅式と

2本のプ・づに15 ｳ。とシン千レー・ン検膿をそれぞ一脈みこんで検層する瀬

　透過方式のものとがある。後者のほうが前者よりも糟密な密度検査ができる。

　　離曙毒している髄擁の綴を概べる賄には2㌦が脇碑ている。その・

　線透過を利用するもので500P脚以上の磯慶の検出が可能であるQこれらの浮遊物質や沈積

　物をia　Slt穣放射1ヒ分析する方式は境在麗発中である。

　　海水中の溶溶酸素を放射詑遊離法を縮いて分析する溶存酸素分析計が雛発され，湾存酸素

応射性の金属瑚ウ・と反応して・り％耕ン（2〔｝4@丁召）轍鵬せること替q胤たも

ので，・の2jを嘱し疎画分一る。

　　トレーサー利硝としては自然放射性物質や核爆発に伴なう人工放射性物質などによる海水

　の移助や漉合に開する研究のほか，海底物質の移初の邉跡や年代決定法々（よる海底沈積物の

　沈積速度の測定などが行なわれている。

2．宇宙開発への利用

　　米露に澄いて1966年2月と空967年7月の2圃にわたシ宇宙科学への放射線ならび

　に放射性同位元素の利掬に寵するシンポジウムが囎かれているG



　　応用計測としては，軟β線の前方散乱を疋い．た弐気密度計のほか’黄近は低エネルギーの

・線の働散乱翻欧ものも考案さ才・た．簾に隷は一笠や7塾。を脚て，融約

　7600籾　まで士0．5％で，50000ノノ～蜜で±4i〕％で測足できる。

　　ジェット機やロケットなどの燃料グージとして，放射線源と榛状または糸状のプラス千ッ

クシン軸一・一翻縮わせたもの燃料・ン納の篠ガス麟掬瀬につれて舘

　されるのを検：出す為もの，訟よびγ線の透過を利湿するもの癒どが椀発されている。

　　ヘリが粥や妙・トなど暁瀞に鱒ξ，案朋として，6宅。一5乙，などの瀬源

　を利場するだけでなく，ロケットがドッキングや月面に着瞳するときに7線のドップラー効

　果を利用する方法も発表されている。

　　分析への利編としては，14逝εV中性子の非弾性散乱やα線の散乱を飛いた月面の分祈

　装置に関する研究が行なわれている。

　　またジェットエンジンやロケット鄙品などのX，7於よび中性子ラジオグラフィー：喬よぴ

　ロケット推進薬の縫合饗の検査や部品の摩耗試験などのトレーサー利用も行なわれている。

5．　エネルギーとしての利用　　　　　辱

　放射線が物質と相互作用して発生する熱を竃気に変換するアイソトープ発電器は，『寿命が

　永い，可幼部分が少ない，信頼性が高い，保守を必要としないなどの特長がある。したがっ

　て海洋や宇宙空間に論ける電力源として最も適する亀のとして注爵されている。

　すなわち海洋面では暗礁標示のための音波発生用の電源とか，航路標示扇ブつの電源など

　として実用ll：されて澄リデ宇宙窒間に慶いてもアポロ計画の一壌としてすでに月面にあって

　稼劫しているほか，層入工衛星巌の電源としてレ・くつか打ち一i二げられている．

　放射線の発熱作庵をそのま＼：｛i…捕する方式も試みられている。たとえは潜水夫の俣温服の

熱源や，兎。を脇磯2～2eK恥の洋騨エンジジの計購どのほか，報飛行士の汚水

　の再生や保温も検討されている。

　　　　　　　　　　、．％ン　ζ4・　3
　　　　　　　　　物終窺へ　㌧鉢
　　　　　　　　　　　『　ノξ！君ゼ、！・

　　　　　　　　　　　＼遥　身ゴ㌧沸宝隔、

　　　　　　　　　　　　　♂　恋心べ
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フランスの産業界と核燃料サイクルの世界的交易

フランス．原子力庁生産局

　局長　」．　マ　ビ　一　ル

　フランスの原子力産業は，結合された機構である。毘蘭産業は，国と協力関係にあ夢，函は，

原子力産業の重要な部門を受持ってはいるが，いかなる場合でも，決して独占ではない。

　一方，フランスは，アメリカやイギリス糧ではないが，1955年細よび等960年の原子

力の漉迷を防ぐことができなかったので，産菜の設備過剰をきたした。

ウラン生産

　ウラン需髪（U308で1，700トン／年）を生産が上廻っているにも拘らず，フランスは年

間700万ドルの予算で，ウラン鉱床の多様fヒ1と，重妄な将来の需要にも応じうるように，探

鉱活幼を実施している。既存の鉱床は，1980年以後は不十分である◎需妥は，年700～

1，500トン程度に増加し，また毎年，新鉱床1万～2万トンの発兇が必妄となろう。

　C翅Aによウ設立されたURANEX社は世界市場で，最も重髪な売手により提案されるも

のと比べられる位のウランを量的に販売で窒る。フランスは，UF6の形態で提供できること

は，ご承知の通りである。

　ウランの価格については，OEAは，U3Q8で1ポンド当り8～10ドルといった納得の

ゆく値段に止まると詠われる。

再処理の可能性

　現在，濃：縮燃料を再処理できる工場は二二つある。一つは，ベルギーにあるユーロケミックで，

もう一つは，イギリスのウィンズケールにある非’常に大蓉なプラントである。鷺一ロッパの再

処理市場の増大を考えると，このこつのプラントは，窪9ア5年には，手一杯になるであろう。

GEAがラアーグ再処理プラントの拡大をきめたのも，この埋由からで，600トンの再処理

能力は，1975年から1980年までのヨーロッパの新しい裾安を講たせると予測している。

ウラン濃縮

　1975年までに，新しレ・譲縮プラントを建設するかどうかの決定かされなけれはならない。

　ピエールラットの軍事浦プラントの成功裡の運転とパイ胃ット。プラン｝・規膜の三級により，

O亘Aは，ガス拡散法について，非常に堅実な権駿をえた。

　もし，濃縮工穆が，袋だ，きめられていないならは，ガス遠心分離法は，ここ2～5年の蘭

には，ガス拡散法と岡じ程度：の信懲性を4尋ることは譲かしいと恵われる。



　一方，アメリカの競争に対抗するためには新．しいプラン：トは，最低，1乍莱分離単位（S騨U）

で，6，000トンの能力を髪する。こ．れはアメリカの5’エ場の一つの規縷でしかない。

　この計画されたプラントは，最初の段階であり，もし，ヨー環ッパがエネルギー分野で独立

した政策をとることを希望するならはこの最初の工場を，二倍，三倍にする必妥がある。
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     Presently there are ti･io plaRts capable to reprocess enriched fuel:

the Eurochemie plant in Belgium and the very large English plant in
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イギリスに澄けるユ970年代の動力炉

と核燃料開発の展望

イギリス原子力公社生産グループ

　　理事　丁．千ユーイ

　イギリスは，完全に闘発されたもの，あるいは廃発中の5つの原子炉をもっている。

これらは

　　　　　　マーク1　　　マグノックス型ガス冷却炉

　　　　　　マーク嚢　　改良型ガス冷却炉

　　　　　　マーク搬　　　高温ガス冷却炉

　　　　　　蒸気発生重水減速炉（s（｝H璃「R）

　　　　　　ナトリウム冷却増殖炉

　これらの混系を最も効果的に開発するために涼子力産電界は再編銭されたQ原子炉設計，建

設の秘画は，こ二つに誠少した。イギリス原子力公社の燃料サービス工場は，有限責任会社とな

るであろう。炉系の基礎研究診よび開発素務は，政府の研究所で継続され，原子力産業全体は，

原子力庁（A七〇盃。恥ergy’Board）で調整されよう。ここには，原子力産業のあらゆる部

門が代表を出すであろう。

　マーク1ガス冷却系に基づく原子力発電計画の最初の500万襯は，1970年に逮成され

る。500万観に達する8；基のマーク奪ガス冷却系は，現在，建設中である。

　SGHWRは，現在，マーク斑の高温ガス冷却炉よりは，開発が進んだ毅階にあるが，比較

的：大鷺な電力庁は，ガス冷却系の丸年の経験から，高温ガス炉の方を望んでいる。最初のマー

ク顕型の炉は，1976年に運転に入ることは可能である。

　25万即のナトリウム増殖炉原邊炉は，建設中である0

　1970年代の半ばには，この原型炉から十分な食料がえられ，商業用増殖炉発注への道を

妬くであろう。

　原子力発営所の娃設の見込みとしては，歪9ア5年中ら1985年置でに，約ろ，500万鯉

が齢麟と蝕そのうち亀麟中4野ザ捻・鵬殖炉となろう・

　燃料安素は，非常に複雑になシつつある。挽有プラントは鉱大され，新規工腸が，燃科の多

様焦と需要増大に対処するために建讃されよう。

　濃縮ウランの差し当りの需安は，A員Aのガス拡散工場により僕給される。将来の儂縮ウラ

ン需要のために，ガス遼心分離法の利屠が，オラン園，　ドイツとの三一協定で進められるo



　5つの炉系から生ずる照射ずみ燃料は，それぞれ違った再処膣が必墾となろう。大規膜の抽

出方ント購込勧罐咋形榔するため・斥搾れ嚇諏肌揃魑鮪な蜘究
が進められている。



THE pRos?Ec'r l[i"OR NUCLEAR POI{ER AI)ID BiUEIL, DEVELOPPi±-t;])[fur
                                        '                                           tt                         MN [i]}IIi UIgZl IN l970!S
                                          '                           t tt

                                         fi]. Touhy
                                         Managing Director,' Produc"gion
                                         Group, the UnLted I<ingctom
                                         A'toinic Energy Authority

     The United Kingdom has five reactor E[srstetus either fuUy deir.eloped

or in an advanced stage of development.

These are --

                                         '
               Mayk I Gas--Cooled - Magnox
               BEtirk Xr gas-Cooled -- Advanced (AQR) ,

               ){ark IMr Gas--Cooled - High Temperature (HTR)

               Steam Generating }Ieavy VJater D4oderated (SGHI'iR)

               Sodiura-rCooled Fast Reactor.

              '                   tt   , To exploit these, systems to best adxrantage, the nuclear industry

   'is being reoTganised. The ixumbex of reactor design/construction ov--

gardsations has been reduced to two; the fuel service faetories ef the
                               'IJnited Kingqom g}tomig Energy Authorlty wiU become a limited liabMity
          'company; basic reseaxch and,,deyelopment wo;k on reaetor systems wiU
         '
contirme to be carried o.uzav- in Qoverrment ia'boratories, Emd 'the who±e
           tt          'of the nuciear indu$try wilZ be co-o]7di,nated by an Atomic Energy Boa]rd,
    . 1/
on which all parts of the nuclear industry igz'11 be represented.

     Whe first 5,OOO rEl'S' oin the nuclear power programiite based on Mark Z

gas-cooled xeactors xsrtll be comspleted in l970. Eight Mark II gas-

cooled reaetones, botalling 5,OOO rtwl, are currently under construction.

     AXthough the steam generating heavy water reactor is im a raore

£ully developed state Johan the Marir- ZXX high temperature gas--cooled

ireactor, the larger generating boards have ':i ndicated a preferenee for

the Difa]?k III gas-eooled yeactoT, becEmuse of their .long expe3rience vfLth

gas--cooled $ysteras. Xt is possible that the first large--scale }Iai7k ZII

reactor z-fill be in operation by l976.



     A pretotype sodiuin･-cooled fast reactor of 250 MN'I i.s being

constructed. Sufficieni' ,infOrmation shouZd be ava±lable from the

prototype by 'the mid !970's, ,te permit cormereial fast reacbors to

be ordered.

     The forecast for 'miclear power installation indica"tes that aboue

35,OOO bll'J should be eommissioned "petween l975 and !985, of vghich two-

thirds would be thermal reactors and one-third fast reactors.

     Fuel elements are becoming more eomplicated. Existing plants

are being expanded, and .new plants coRstructed, to meet the ±ncreaspt

ing variety and increasing demand for fuel.

                           '
     The inmiediate reguLrement fo.r. enriched urantum is being met by

the United Kingdom Atomic Energy Authority's diffusion plant. It is

proposed to meet the future requirement for enrichment by us±ng the

gas centrifuge process, in a tripartite arrangement ±n co-opevation
with Holland and Ger!nany.

 , Irradiated fuel a2?ising from operation oxn the five reactor .

systems wUl reguire different reprocessing treaim}ents. [the aim pnll

be to carry out a preliminary treatment appropriate to'
 each type o£

fuel, to rende3r it into a suitable form for feeding into a large--scale

extrac℃ion plant.

'



西ドイツにおける原子力船計画

G　K　s　s　社

　営業担当埋箏　 無。フォン。ツ。ミューレン

　まず，　ドイツ連邦共和瞳に澄ける推進用原子力の麗発分野でのこれまでの活助について報告

をし，ついで将来の計画の見通しについて述べる。実験納原子力船オット。ハーン暑の建造に

ついては，船の基本設計の暴目澄よび塔載原子炉について概妥を述べ，また1968年秋の最

初の試験航海からのオット・ハーン号の運転輸よび経済上の性能と，建造騒駿について報昏を

行なう。これ’までに実施された研究計画についてのレビューと，今後の見通しについてここで

さらに述べる。

　外霞の港へ寄港するための交渉と現行の三際法について論じる。また，人員の特別訓練の聞

題についても少し触れたい。

　今後の開発で最も重要な点は経済性を達成するための方法である。この問題でαKSSが

礒967年に行なった研究について考えを述べる。高出力を鞍する大型で高速のコンテナ船は，

とくに，推進用原子炉を経済的に利用するのに適していると思われる。しかしながら，現在の

ところ，原子助力を用いた完全なコンテナー・サービスを行なうには，技術面でも経済性の面

からも非常にむずかしい。したがって，酋ディツでは，その中之段階として，4万馬力程度の

大型のばら積み鉛の研究を現在進めている。最後に，改良型原子炉と船体の設計に関する現在

ρ語よび将来の研究開発の計画についてまとめを行なう。



西ドイツに澄ける原子力船計画

α　Kl　s　s　社

　営業ヨ旦当理事　M・フォン。ツ。ミューレン

　蜜ず，ドイヅ連邦共和国に診ける推進用原子力の霞発分野でのこれまでの活助について報告

をし，ついで将来の計遜の見通しについて述べるQ実験掬原子力船オット。ハーン考の建造に

ついては，船の基本設計の三日於よぴ塔載原子炉について概妄を述べ，また窪968年秋の最

初の試験航海からのオット・ハーン号の運転澄よび経済上の性能と，建造漉験について報告を

行なう。これまでに：実施された研究計画についてのレビューと，今後の見通しについてここで

さらに述べる。

　外国の港へ寄港するための交渉と現行の山際法について論じる。また，人員の特別訓練の問

題についても少し触れたい。

　今後の乱発で最も重要な点は縫済性を達成するための方法である。この聞懸でσKgSが

1967年に行なった研究について＝考えを述べる。高出力を鞍する大型で高速のコンテナ船は，

とくに，推進期原子炉を経済的に利窮するのに適していると思われる。しかしながら，現在の

ところ，原子幼力を桐いた完全なコンテナー。サービスを行なうには，技術面でも経済性の面

からも二二にむずかしい。したがって，西ディツでは，その中間段階として，4万馬力程度の

：大型のばら積み船の研究を現在進めている。最後に：，改良型原子炉と船体の設計に関する現在

訟よび将来の研究富豪の計画についてまとめを行なうσ



                    muCLEAR SHIP PROGRAIF([ XN GERIwnAMr

                                             M. von zur MUhlen
                                             Managing DireetoT, QKSS

                                                     '

     in a retrospect the author repovts on past actlvities in the field

of development of nuclear propulsion in the Federal Republic of Germany

and presents an outlook on £uture plann±ng and projects. With respeet
to the buUding of, the nuc]ear research ship N.S. "OTTO HAHN" the basie

design principles of this ship and its nuc!ear ±nstaUation are outlined,
and a report is given on tlie experience gained during the eonstruetion

period as weU as on the performance in'operational and eommercial re-

spects since t}ie first resear¢h trip in the fall of l968. A review of

the completed research progxamree and its future exeension amplifies

this report.

     Zn a eritical study port entry negotiations in foreign countries

and the pTevaUing situation as 'to international law are discussed.

Problems of the special icraining of the personnel are shortly raentioned.

     Of paramount j.mportance for futuLre development work on marine

reactors and reaetor ships ave measures to aehieve competitive economy.

Comments are made on a peytinent study compiled on thi:s subjeet by the
                                                         '              'GKSS in 1967. Large and fast container shlps requiring high power ranges

seem espec±ally qualified fer future economieal applications of nuclear

propulsion. At the pMesent state, however, it is highly unl±kely for
technieal as well as commercial reasons to realize a complete eontainer

service with nuclear drtven ships. As an intermed±ate next step,

there£ore, studies of a large bu]k carrier with about 40,OOO shp are
condncted in th'e b'ederal Republic of Germany. The eurrent and future

research Emd develo.pment prograinme pursued in this conneetion on progres-

sive reactor and ship designs is diseussed in concluslon of the paper.



アメリカに澄ける原子力発電の現状と将来

アメリカ原子力委員会

　　委員　C．S．ラーソン

　我々が享受している近代産業社会は，エネルギー1とりわけ砲力がなくゼは進歩が停濡する。

豊富で低廉なエネルギーは，国の進歩と福祉のための董要な鍵であるばかりでなく，また，最

も根本的な役割を果すものであるG

　アメリカに論け’るエネルギー需要を満たすため均衡のとれた露発をするに際して，原子力発

亀の利用に：よる利益は，他の手段による電力と同等に考えられねばならないQ今世紀末には，

アメリカに於ける電力生産の約半分は原子力によるものと推定されているが，今’蓑での進展を

みると，この予測は，まだ低いように思わμる。

　原子力発竃を選ばせる要因としては，次のようなものがある◎競争を通じての電力供鵜の安

定と篭力コストの低独，竃力生産のための燃料の終局的な目給確保，化石燃料資源の温存，巨

大な燃料輸送手段や貯蔵所の必要の消減，壌境汚染の低滅。

　アメリカに齢いては，総谷量8，000万蹴に及ぶ100以上の原子力発三所が現在，運転，．

建設または計画中である。1967年の中項には，新規発注の累積三三は増：大する需婆や，や

や長い建設期間に対する妾請に適含していた。しかしながら，この一，こ二年，アメリカに誇け

る原子力発竃所の発注率は低下している。

　アメリカに澄いては，あらゆる種類の大型発竃所の環境問題に対する公衆の関心が，最近，

高まってきてお・り，これら発電所のための適当な敷地を選ぶことは，将来，もっと難かしくな

ると予想される。環境上の諸要函に配慮することは，丁度，すべての新らしい技術が，恩恵と

ともに，ある種の副作用をあたえるのと同じように，源：子力発竃の将来にとって篁妥なことで

ある。世界的な人口の増加と生産性の向上からみて，これらの影響は無視することはできない。

清浄な空気や水，景観の保護と，一方，豊富で縫瘡的で信頼性のある電力の調達とは，互いに，

ある程度の利害の衝突なしには達旗することはできない。我々の拡大しつつある社会は，数多

くの発篭所の建設を畏求している。選択に：除しては，多くの姿因を十分に考慮しなけれはなら

ない。しかし，原子力発竃に対する公衆の理解を深め，受け入れられるようにするために，な

すべき多くのことが残されている。

　アメリカでは，将来のエネルギー需要に対する計画が進められつつある。民間の原子力発電

の将来計画としては，液体金属増殖炉の開発と商業利矯がある。この概念の開発は，低コスト



のウラン資源の効果的利用をもpた’ 轤ｵジまた，すでに建設中の参：くめ輕水炉から生ずるプルト

ニウムに対する市場を提供するであろう。この計画は，研究閣発と主妾な試練施設の設計，建

設の促進などによる努力が蟷注されつつある◎

　アメ』リカ政府の核燃料供給政策の基本は，燃料供給の商業面で行なっているすべての他の条

件と同じように，講達面や価格画で，無差別の条件であったし，現在でもそうである。核燃料

は，相手露との協力協定の条項に基ずいて供鵜される。乏の協定は，原子力エネルギーについ

て希望される協力に対する条理輸よび協力の内容となる原則がとり『 ｫめられ，役勝や供鵜物の

引渡しに関する契約が結べるような講成となっている。

　アメリカは，挽在澄よび近い将来に亘ってアメリカ型軽水炉用燃料に対する囲内，幽外のす

べての需要をみたすため拡大することができる現有施設をもっている。’



THE PRESENT STATE fSND YilJTURE OUMLOOK O[Fi

                  }l[lrCLEAR IPOWER GIi]NERA.TION II)l LPIIiE US

                                         C.E. Larson
                                       ' Commissioner,-the Vnited Seates
                                         Atomic Energy Commission

                                                         '                                                               '                                                      '                '                            '     Without energy.-- without eleetvical power -- modern industrial society

as we know and enjo}r it would grind to a halt. While abundant and low

cost energy is not the oniy key to a nation's pxogyess altd we;1 being, it

plays.,apntmaryrole. . .
            t tt         t ttt t     Zn developing a balaneed appyoach to meeting energy needs in the

United States, the beneffits of using power generated by the atom must be

equated..wi.th power produced by other ,means. Xt has been esti.mated that
    'by the end of this century, about half of V.S. electrie ge.neration,would

come from nuclear energy, and on the basis of progress that has been

made, it appears that this estimate may be low. .

                                                              '                             tt                                                                    '                                  '                     tt                 '
     The foUoutng factors ;･iould .lead one to opt for a nuclear appyoach:

stabilization and perhaps yeduction of the eost of electyicity through

competition; ultimate self-sufficieney of fuel to produce power; con"

servation of fossU fuel resourees; elimination of the need for bulk
                      '
fuel transportat±on and storage; and reduction of environmentaJ poilu-

tion. . '･-r･,･, ''                                                           '
    '                                         '                                                      '
     !n the U.S., there a[re presentiy in operation, under eonstruct±on

or fiTmly planned over IOO nucleaT power plants tota!ling about 80,OOO

MWE. By the middle of l967, the eumulative 'totai of new orders placed

.essgnt±allymatchedanticipatedneedsforaddedreserve,,increased ･
demand project±ons and longer lead ttines. There has beeR a xeduction,.

hovieve;, in the rate of procuxement of nuelear power plants in ℃he U.S..

intherecentpast-.., .. ,...
                                                  '                                                                 '            t. .t                                                         '                                                 t. t                                          '             '
..

. ..Public concern about lihe environmental e£fe,cts of all types of- .･,

large electrical generating plants has recently developed in the United

                        eStates, and pTomises to make the selectlon of appropr±ate sites £oT aU

                                                           '         tt tt t ttttt ttttt tttttt ttt tti          tt t.   tt         '
                                    t.. ...../ .tt.. . /...                                        '                                  '                 '



types of power plants more di£ficult in the futuMe. Whe consideration
of environmental factbrs i's i'mpertant to the future 'owhS nuclear power,

just as it j.s in ail modern technologies which produce certain side

effects along with theiT benezAits. In a werld grox-ging in population and

productivity, these effects eannot be igno]7ed. The goals of clean air

and water, and natura]- beaut.v, on the one hand, and the objective of

abundant, economical, a)id yeliable poif,er on t,lie ot'ner cannot be achieved

without some impaet･ by one on U,ie other. Our expanding society w' iH
requ±re the constriuetion o£ ani±ncreasing number of electric generating

plants. BCany £ac"Lors must be we±ghed in making the choi¢e'. Much remaiLns

to be done, however, in fostentng public understanding and acceptanee of

nuclear power.

     Manning for future energy needs is going forward in the United

States. Whe main thx'us'c of the U.S. civilian reactor development program

,of the future is development and oommereial applicatl･on'of the liquid

meta1 £ast breeder reactor. Development of t,his concept wiU make ef･-
ficent use of loz-x--cos't' fissile ore reserves, and will provide a market

for the plubonium which wUl be produeed by the large nUmbers of light

water yeaeto]rs aleeacly bein.cr built. The program ts gatheying momentum

with the expansion of the R&D effort and advancement in the design and

construction oinO ma)'or･ test facj-lities. '

               tt t            1t          ･1                                                                        '
     The cornerstones of U.S. Govermment fueLl supply policy were and'are

non-diseriminatory terms on avaUability and price, as welZ as on all

other eerms having bo de wi'th commeycial aspeets of fuel supply. Nuclear

fuel is supplied under the terins of an Agreement for CooperatiQn with

the cooperating eountr.v. The agreement sets forth the reasons for the

desired relationship thn nuclear e:,ieTgy and the prineiples vinich will

govern the yelationship, anct provides the st=ucture undey which the

contracts .relating to delivery ox" services and'supplies ean be established.

                                                                      '
     The U.S. now has e-y.isting capacity w}Ach is capable of expansion to

meet all requirements, foreign and domesti:c, for U.S.-type reactoxs for

the present and for a ¢onsiderable number of years to eome.



　　　　　　　幽　　●　一　㎝　一15月27日（金）
i9：50～i2：00

iA　会　場
一＿＿＿＿＿＿　、．

パ卒ル討論会一｛

　　　　　　　原子力開発と地域社会

護 喪

平　　田 敬晶郎　　氏 国土総合囎発審議会会長

パネル’　メンバー

（五十音順）

井
　
岩
　
正
　
河
　
笹
　
柴

の
③
6
◎

⑤浜

上
上
親
内
生
崎
中
田

　　　　御園生

だ21　宮崎
ヤプグ

　　　　村　　田

見
武

芳
好

圭

亮
郎
一
誰
仁
三
雄
正
輔
仁
浩

氏
重
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏

日本エネルギー経済研究所顧問

茨城県知事

東京電力常務二取締役

中部電力副社長

日本大学教授

通商産業省企業局立地公害部長

科学技術庁原子力局次長

日本水産賃源保護協会会長

放射線医学総合研究所長

経済企画庁総合闇発局長

日本原子力研究所副理事長



隔、

　　　　　廓〆つ点滅三三》しら、，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なタ

　＿　≧“夢野磁・：凱
　　　　へ、農

ひ　　　　　　　　　　　　　ロち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　ぜ　め　ぴ

挺，の回田属・魍・氏肯イ璽矛纏㍗’〆傷
　　　　ゴ碑加躯～艶　　　　　　　　　　　　　ゲデ知ギー硫：な》乳ψ締ラ



パネル討論会　漂子力開発と地域社会

総合エネルギー政策からみた原子力開発の重要性

臼添エネルギー経済研究所

　磁聞．井上　亮

　　　B本経済は1970年代を迎え、いよいよその規模と水藁を高め、闘際紅の燵展のなかで、

　　さらに高度成長を遂げようとしている。このことは、臼本経済に新たな課題を提起すると共に、

　　エネルギー産業に対しても新たな観点に立つ弾力性ある姿勢が要講されることになる。

　　　1960年代のエネルギー政購ま、いわゆるエネルギー革命と呼ばれた1謡体エネルギーから流体エネルギーへ

　　の激しい変革過程であったといえよう。翼体的二は礁から石海への移肴の紆…糊であった。その結果わが羅のエネ

　　ルギー供給は、近年ますます海外エネルギー源である石惣二依存する度合いを慧顎二高めつxある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼

／醜畔q’55年腕卿ギ｝のウエ骸榔・棚蹴石炭4’l
r　　％・石馬20％であり、、この時点の輸入依存度は僅かに24％であった。　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　昭相45年（1968年）の一次エネルギーのクエイトは、水力ア8％、石炭2ろ％、石油／

》一・一一・一さ一ている．　／
　　　この傾同は、エネルギーの低廉性と溢済性を里馬之した此程の姿であるが、エネノレギー政策と

　　しては、エネルギーの禅定供給の妥詩と働祭双支上からの野趣を提起ナることになる。エネノレ

　　ギ一半類の多様化の要町が一改と強まり、煽内資源の乏しいわがi群口おいて原子力醐発の必要

　　性が、一旦と高まってきた。

　　　最近エネルギー政策を再換討すべきであるとの意見が強くなっているが、この蚊策転換への

　　起爆剤となりつ＼あるものは、以上の政棄要請のほか、公害樹題、大気汚染防止、鑑叢立地か

　　らの妾講である。

　・つ・気汚染噺麟、1眠の藤な磁・勲確財るため壌急・二鰍を迫・うれ雌会的縄で＼、

　　あり、噛　」44年（196？年）2月壌境基準についての閣議決定が行われた。これ1こより昭　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　和48年（49ア5年）の中趨年度の低滅霞化の国標として、婆対策地域全体の平均で、石曲　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　（石炭を含む）の硫黄含脊率は1．25％程度に、また最終目標年度では硫黄含有率はα8％提　　享
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
＼　度の抵流黄化対策が必要となった。この低硫黄対策は石惣業界に幽難をともなう大きな方向転　／
　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／〆
　　換の労力を：斐穂することになると共に電力業界をはじめとするエネルギー講要産業にも社会的

　　幽飽軒樋もたらす・と甑る。　　　薫⑦謬脈阪厨・、傷沢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎簿窪㌧能（テ。笑9紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礼ガヤ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／



　　　　なお米霞の大気汚染防止の方醐はわが顧の措置と比較すると翼にきびしい。これは・米園と

　　　田本の汚染度の橿違や、とくに低硫黄漂油確保の難易の差にもよるが、今後におけるこの湖題

　　　の架刻さを示唆するものといえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

◎灘濃灘∵舎轡　　　　ソ
　　　　とくに近年、蚊府の経済計麟において、侵NPの檸びは8％縫度を嚢1綻した：ものが、現実に

　　　は十数％：の践長率を示し、このギャップと糖蜜黄化対策の昇華牲および発電立地確保の園難さ

　　　から電力の供給力不足問題を招くに至っている。このことはひとり電力業のみの問題ではなく、

　　　各回業にも岡豪の傾向があるが、今後の野鴨経済の成長に対して重大な調約婆件となってきた。

　　　　孝ネ．汐ギ憎政策の基本理念はギ従来から’言われてきた価格の低廉性と安定供給にあるごとは

　　　今後も変化なしどしても勺さら噺たな社会的要請も加わり・また今後の萱門の高度成長の維

　　　持、i影回収支への寄与ひいては顔氏生野の向上を期祠1讐るための薪たなエネルギー政策の展開が

　　　掻く餐講されるに至った。盤iぎすれば、一既に爾業炉としての伎術開発の莚んだ原子力を多蹟的

　　　に不貸することが翻墨鋤琴1待どなったと言えよう。へ
∠こ一搬子糊蕨を・筐一当って、従来と翻纐って・～鷹搬1

　　　立地の響町興ること藤儀白勺・泌獅ある．・のために鯨子プ・縄の姪性について1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

＼響1難聴硯海1詩憲諜1鷺鷺1讐灘馳7㌻／
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　　　　・鱗の胸練〆？叉’幽ヂ㌔禦隠警
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パネル討論会一1

「、原子力発電所の建設と撫域社会」

に蘭する笑態調査結果の概袈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　本　大　　学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　笹　生　　　　仁

1　謳査の醸的・方法

　・　この調査は，原子力発電所の設置がその周辺地域に与える影響について，日本原子力産

　業会議の立地闘題懇談会地域謁査導門委貴会が，昭和45年11月から約1力年にわたっ

　‘て実施したものである。

　。　この認査は，康大竃力福島原子力発竃所および翻西主力美浜原子力発塩所の関係地区を

　対象としたものであり，現地調査，地域影響調査表の作成整理などによる全般的検討を行

　　つた他，次の諸項についてはアンケートあるいはインターヴ　一を含む実態調査を実施し

　　ているρ

　①地域社会構遺及び義民意識の動向，②農家経営の勤向，③水産物の流通構遺一

　④　建設業及び建設労4が：者の実態，⑤　建設関係従業員の消費勤向6

紅謝査結果の要約

　1．　社会的側面における影響

　ω注聡識鋤向
　　　原子力発暗所立地藤聴ける原子力発電所に対す秘密地域齪の意識性向は表勾

　　　のごとくである。　　（表一1）

　（2）　社会構造の変！ヒ

　　①　福島地区では，既に爆心繊漁がかなり機能分建していた＼め，部分的慣習変1ヒが認

　　　　められる程度だが，爽浜地区では，部落紺轍を中心としたがっての共同体的親制力が

　　　著しく強り戸蹴的行剰鮒する拘東砂なくな・艶や・

　　②　両地区とも，原発立地後，外部の各種産菜の　参加姿勢が強蓬ってむり，地域社会

　　　　の近代化にとって一応の碁奉的な甥機づけとしての卸蓉が趨っていることが注醸され

　　　　る鉱



表一1　原子力発屯所設麗に対する佐磯意謙
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註　①　科学技術庁が昭相44年5月，全：函の成年男女を対象に世論講査したもの

　　②　尚1の内容　美浜地区Σ「部落総会で討譲したとき原子力発電所誘致に賛成し蓑し

　　　　　　　　　　　　　　たか，反対しましたか。’」

　　　　　　　　　福島地区＝「原子力発電所誘致をはじめて聞いたと選どう思いました’

　　　　　　　　　　　　　　か。

　　　　　　　　　金　　幽：「もし仮りに，あなたの住んでいる晦や村に原子力発電所

　　　　　　　　　　　　　　ができるとしたら，あなたは賛成しますか，反対しますか」

　　（3）　問2の魯容　巽浜，福島両地区とも

　　　　　　　　　「原子力発竃所がでさてよかったと忠いますか。」・・

2．　経済的側面にお・ける影響

　（1）　金銭及び雇用面にむける影響

　①　町囚及び県囚に支払れた金額

　　　溝工以来三相母4年5月まてに投下さ：h二た総額（繭，輿，町『による漢健支出分を含

　　　む一丁8％～1‘5％）は，福島地区約響2笥怠円，奏浜地区約12る億禽となるが，

　　　これを支払地別に区分すると表一5の嬢ぐである。

　　　その内，地元町内への支払領は年平均（実質建設期間5旧年として）ρ福島地区約

　　　9億円・美浜地区約5億円となるが，これは，町財政規模の2ないし1倍に柏当し，

　　町民1入当りでは年6．2万円ないし5．7万円となる＾



②　町囚支払額の帰属先痢魯訳

　　町内の支払額を，飼人所得，事菜所所得および社会資本等地方圏治体闘三分に区分

　すると表一4の如くであり，皆人所得の帰属分が6割繭後を占めるが，自治体騰係者

　も2割前後とかなりな比重をもつことが知られる

　　　　　　表一2　原子力発電施設投下額く推定1）
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（注）着工以来繍招4年3月までの実績額

　　『但し，地域関連嗣子など幽，票，舜1∫による晶晶支出分（約8％）を含む

　　　　　表一4　地元町内への支払額の帰巖留別内訳

　　　　　．，．『『　　　r－1’”

■盛人所得　　　！
い喋所所得　　i
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

i地方自治体幽係分（注）　　；

h～…証叫……⊥

福　島　地　区 美浜地区｝u
購円明嘲i雛円（6to％）1
・・（2α5）i・・（1・・）1
∴∴ざ主1滋三と惚旦一掴
・6・（1・・2．L14・．．（1？・2コ

（注）　地域関逗塁業などの社会霞本およひ敬収

③　薩　　粥

　　原知鎌従業者の出身地脚嚇1は表一5の如くであ鉱現磁でのところ，画地区

　とも1，500～2，00e名の水準で推移している○このうち，地元町P1雇用量は約

％を占め律るが，・れ繭囚の糠業人・規模釧協幅銚区）齢し

　ア％（美浜地区）と相当している。



（2）　建殺業語よび建設労務者の状提

　①幽係建設菜者のうち，地元に最も大窓な影響を・与へているのは県外の大手業者であ

　　り，栂島地区を例にとると・請負業看の町内支払総額の8割を占めている。それだけ・

　　地元業者のウエートは軽く、町内業老がとくに低い。たぼ，下智業者は，下請分を含

　　めるとかなり受：注額となる（福峰地区Z8億円，美浜地区5・8億円）

　②　町内の関係建設労さ三者のうち，儀業兼業老は，福島地区では91％と高いが，美浜

　　地区では40％であり，これまでの就業形態がかなり関係している点が覗える。’

　　　また，初めて兼菓就労したものか両地区とも2割強を占め，福島地区では出稼労猛

　　者が15％ほどを数えている点が注虞された。

　③　な澄，福島地区の建設幽谷従仁心の消賃勤向調査によれば，裕・与年総額　　億円の

　　うち送金額は　　億円であり，七六で消費される分は約　　億円（1人1ヵ月59100

　　円）と推定される。

（3）産業構造上の変ll：

　　両地区とも建設途次のもりであるため，産業四這上の変／ヒはな訟部分的かあるいは不

　確定な形でしか現れていない。構造的変化が現象として明確になるのには，な診若干の

　時日を要するものと思われる。

　　　　　　　　　　　表一5　 原発跨熱τ糸従業者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（餐暴忌日44禽三5∫ヨ現在）
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　　地方財政にむける影響

　①　昭額44年5月までに：地元酊1弓に投貞された「地域闘連畢菓」劇係貢は，福島地区で

　　5．86億円，i奨浜地区で2．76繕：円であったが，うち堀元町の負担分は，50．6％ない

　　し24％であり，施設者澄よび県，幽の貞担による分が少なくなかった。

　②　た雲，現段階では原発衡連の税収が部分的にしか現実化して細らず，両地区とも，昭

　　和41年100万円台，42年600万円台，45年t乏00万台に過ぎない。
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パネル討論会　原子力開発と地域社会

産業立地政策につ’いて㌧

通商産業憲企業局立地公害部

　部長　　柴　　綺　　芳　　三

t　工業開発の構想

　通商産業省は、昭和45年末に「エ業開発の回想（試案）」により、麟1コ60年までの工

業発展の見通しを行なうとともに、その望ましい地壊分担の姿を展望した。即ち、わが園の

工業は、今後とも産業構造の高度化を梓ないながら発展し、．昭和60年には工業出荷額は

　窪60兆円に達し、・昭櫓40年の5』、4倍梶度になると想定される。また工業の地域構造は、

大郡市圏地域における過密準弩題、公害聞題の解決を図りながら嬉土刈用の均衡化を進めるう

　えから、現在の求心的パターンから遠心的パターンに移行することとなり、工業生産の大規

模化、プラントの大型化等の技術革新の進渥、船舶の大型化に対応して、鉄鋼、石油精製、

石油化学等の基幹資源型工叢の立地点として広大な用地、多量の工業用水、大型港湾等の立

地条件を具備する大規摸工業基地を逮設する必要挫が強くなってくる。このような大規模工

業基地の立地点は、従来、低開発地域とされていた遠隔地に求めることとなるが、この場合、

単に産芙基盤の整備に止まらず、工業髭業者を中心とする地域住民の生活の場としての新都

市の建設が必安であるQ（凶窪参照）

2．大規模工業基地と原子力

　これらの基幹資源型工業の大規摂工業基地は」大量かつ多穣の低廉なエネルギーと水の安

定供給と痩絹の効率化を必蔓とする。さらにエネルギーコヌトの低下が工業のプロセスの革

騎をもたらすことも当然考えられる。

　このエネルギーの低廉安定供給の面ヌう・ら、その供絵諏として最も期待されるのが、将来の

技術進歩の余地が極めて大きく、かつスグールメリットの大きい原子力である。大規模工業

基地のコツビナ∵トに麺み込まれた原子炉は、単に工業プロセヌに必要な電力、熱、蒸気を

供給ずるに止まらず、系樋電力と共同して周辺地域に対し、電力の供袷を行なう大発電基地

として蟹能回すことに筋うし勲を嚇髄棚撒海・ゆ灘・・ヒにより江糊

　水、生活絹水の供給を行ない、かつ地域冷瞳房も可彪にすることとなろう。



5．原子力コンビナートの構想

　　このような可能在に着目し、暗1子炉多濤的利益ないし原子カコンビナーi・に関する検：討が

各函で盛んに行なわれている。わが幽においても、当パネルで既に紹介されたとおり各種の

検討が行なわれており、当遽面崖巣憲においてもirl三年「凛子力コソごナート検討会」を設置

　し、省内関係各局協力の下に、将来のわが函の大規漠工業基地における原子力コンビナート

形成の可能性に関する検討を行なっているところである。（菌2参照）

4．地域社会との調和

　　このような薪都市の建設をも含む大麗模工業旧地の調発は、産業立地政策の重要課題とな

　っており、この基地の開発｛二際しては、民湖資本および社会質本の両面から見て総合的に高

　い経隣性の確保および地域住民の生活環境の保全と快適性が追求されるべきである。このた

　めには、合理的なマスタープランの策定とその計画的実施が必要ぞあり、嗣発体制の確立を

　含む譜施策が早急に講ぜられなければならない。
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パネル討論会　原子力賄発と地域社会

国土総合開発計画の考え方

経済企画庁総合開発局

　局長　　宮　　崎 仁

／．　國土総合隔発計画の性格

（1）従来の経緯と緻全闘総含幽発計画

　　国土総合開発法の成立　　特定地域総合纒発計画　　57年全国総合開発計画　　薪全

　困総合開発計爾

　　拠点開発構想から閣土全体の有効活用へ。

（2）　長期経済計画と置土総合開発計画の関係

　α）　国民所得倍増計画と57年全圏総合開発計画。

　⑭　新全瞳総合開発計画における計画のフレ・一ム。新経済社会発展計画との関係。

㈲総合効果への配慮

　　前文　と　第三部

（4）地域営門計薗の主体

　　政府と地方との関係。

　　第こ二部　ブロック別構想の意義

2．　薪全瞳総合雪男計画における開発方式論

（1）経済距離、時1甫距離の短編

（2）　中筆管埋機能の集積

　　了解と交通の新ネソトワークの建設

⑤旛差論・’鞄ｾ格差から生活壌境水輩格差へ

　　広域生活曲の構想

（4）　園土利摺の再編旗

　ω　過密過疎対策から麟土全体の活用へ

　（ロ〉大規模納発プロジェクトの配霞

5．新全魑総合開発計塵にお1ナる工業、エネルギーの立地

　大・都市地域甲声立地パターンカ・ら遠婿地立地パターンへ

・∴レ移鉱τ乏

胸ぞ蹴露礎第プ穴勿参メ㌻

場窮苑駒繁ノ礁潔£髪
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魂華熱一三～孫〆参
　くもい麟￥メ苓搏み
　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　や
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　　　1避適聴腕継fも
　　　蓼》㌃ぐ．
　　　　　　ミ／

　　　　計誘穆諜一厨評〆1：瓶



　α）遠隔地に小数の大規漠工業基地

　㈲　既成大鄙市工業地帯からの工場分散

　の　都市型工業の立地の遠縞化

　曾　エネルギー基地の立地

　㈱　新産・工特地域の位置づけ

4。計画実施のための具体的施策

（1）各種公共投資計画との関係

（2）　新経済社会発展計闘との関係

（5）　　　　　　　i手云ij　　度　i内　 な　　階ヨ　琵蟹

　　計面第三部とその具体化



パネル討論会　原子力麗発と地域社会

原子炉の多目的利用と地域社会

日太原子力研究所

　副理事長　　村　　層田 浩

1．原子炉の多譲的利南の意義

　核エネルキ：一の平和利用の方法として、これを電気エネルギーに変毒して罰用する原子力

発電所の暴発が進められ、発電コストが在来の火力発電所と競合し得る見通しがついてきた

が、原子力の電力生産を遍しての羅拝に加えて、そのエネルギーを他の産業に直接利用する

多議的利用が、今後の肇要な繕発課題となってきた。

　原子炉の開発が進むにつれて、エズ・ルギー生塵コストはますます下がることが予想され、

　また高温孫子炉の技術の塵展によって、熱エネルギーの直接利用の可能な範幽が拡大もたこ

　とが、原子炉の多軸的利用が最近急激に認識されはじめた漂囲である。最近の産業経済の急

速な発展にともない、大気汚染等の公筈周題が増大したことも、一つの背景となっている。

　聖子力エネルギーの秘用には、放射線という新らしい問題がともなってくるが、これは鼓

術的に解決できるものであり、安価なエネルギーが得られ、細螺間題が少ない上に、在来の

化石燃糾をエネルギー源としてではなく、生産原壇斗に転屑できるという大きなメリットがあ

　り、原子炉の多読的利用の意義は極めて大きいと云える。

2．当面の原子炉の中張年頃用の可能往

　療・子力発電用として闘発された現在の原子炉は、広範な多日的祠用1二は虚麗が低すぎるが、

地域暖房、プロセス蒸気、海水脱塩などの分野には、現在の墨田条件でも利用の可能注が充

分ある。

　地域暖房はスウェーデンのオルゲスタ原子力発電所で実用化されており、発電所で造られ

　た高温水が、約4キロメートルはなれたフγルスタ団地に供給されている。原子力エネルギ

’一 ﾍ大規模になるほどコスト的に有利になるので、広い地域を対象とする肇甲施設を作れば、

　化石燃料を便うより有利になることが朗待される。

　　プロセス蒸気については、ノルウェーのハルデン重水炉が、小規摸ながら隣接する紙パル

　プ工場に蒸気を供給している例がある。酉捻の代表的な化学工業会祉であるBASF社は、

熱出力200万キロワットのP評R型原子炉2基で電力と蒸気を併産する計凶を進めていた



　が、最近原子炉の建設契約を締結したと報じられている。米圏のダウ・ケミカル社も同様な

　計画をもっており、プロセス蒸気の利用は本絡的な実ナ＝霞ヒの三代に入った。

　　近代産業の発展と地域関発にともなって、水資源の不足が顕著にな．ってきた。海水の脱塩

は現在の原子炉の温度条件で充分であ｛入また大二三とによる郁厩も生かされるので、陳

　子炉による発電と脱塩の二重目的利ズ薄は実用化が近いと思われる。ソ連では二重目的の高速

原璽炉BN～550を建設中であり、米勲二おいても計醐が進められている。

5．将来の原子炉の多野的利用の可能性

　　現在実証されている高謡ガフζ炉の冷却ガスの出口猛度は、850℃程度である。しかし、

　燃料技術の改善と、耐高猛材料の醜発ができれば、この謁度をさらに引き上げ、質〕00℃

　さらには1500℃位までに到達させることは、現在の技術水準と開発テンポからすれば、

　それほど長年月を二要するものとは思われない。現に米山1の笹嫁i琶Xという原子炉は、かな

　り特殊な設計ではあるが、！5GO℃の違続運紙を実証している。

　　このような高擁化が達成されれば、その高温ガスの利用範1頒は三野的1二拡大する。たとえ

　ば、もし二次系のガス磁度が4200℃程度になれば、製鉄用高炉の加熱ガスとして直接溶

　鉱炉に結びつけ、加熱粥コークスの所要量をそれだけ館減することができる。同時にこの温

度は、搬｛D発電をも可能にする温度であるから、全体どしての熱効率は大きく改善される

　こと1こなろう。またそこまで行かないまでも、二次系で600～800℃の高撮還元ガスが

得1轤黷黷ﾎ、直別緻は鰐葺話で5る。西独ではこの直三農蜘去の研究開発が梼力的に進めら

　れている。

　　この遠元ガス弓造プロセスを、そのまま化学工業に屈絹することもできるし、’10G．0℃

　前後の温度が碍られれば、エチレン弓造、アンモニア合威等の化学工業への利用が有墾にな

　ってくる。

4．地域社会との関係

　　都市の巨大化、近代化にともなって、大気汚染が最近大きな社会周題となっている。各種

冷暖房装置の普及によって生活は快遍になっているが、駕石燃料の燃焼によって、空気はま

　すます汚染する。原子力エネルギーの刈♪・臣まこの尚趨に一つの解答を与えるもので、近代社

　会の地域網発、都甫即発の中に敗り入れられるのも遠くないであろう。

　　米繭のオ～クリッジ原子力瞬究所で、原子力による海水説塩と、原予力発竃を利堀する工

　業とを地域的に結含して体系化する、いわゆる農工：業コンビナートの強弓が進められている。

　これは海水脱塩と発電のこ藍羅的利周によるコンビナートであるが、朗述の多罎的利用の将

来の発展によって、製鉄、化学工業等のエネノレギー集約産巣を含理的｛こ　盤わせた、原子炉’



を中心とした工業コンビナートの実現が期待される。

　現在は情報とエネルギーの時代と云われる、，これを単に／企業内の問題とする段階から、

さらに高次の地域社会の間題として発展させる蒔代の人口に、我々は立っていると云えるだ

ろう。
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パネル討論会　核燃料産業確立への諸閥題

：再処理の諸．問題について

へ・t／
動力炉・核燃料腿発事業嚴

　副理事長・今井美材

　核燃料産業の確立を軸とする再処理の魂呼は次期プラントをどう考えるかという間門につき

ている・よって螺に基づく欄を順雌べてゆさた．い・

1．　建；投蒔期

　　動讐鯉の1塾前之饗勧は引ヨ．〔Lユ．ζ型梱4唖蝉浅野稼鍵糊する
　　やち　ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

メ笙選◎これ曝外て使麟燃科の発蝿と蹴す濡僻畷）1沼鯉四界
　和55年頃には霞内に弟ニプラントが必要となることがわかる。

頗5鞭騨騨脚標とする描ば、・運転を含耀段糊鱒響見れば
i暇頑50年湧頭には着工する必要があり、さらに女全審査に柑i当の日数を要することを考虜

すれば、48年頃から計麟設計に蕎署することが望まれる。

2．建設規模

　　その繧最大の問題点はプラント規模の閥題である。再処理におけるいわゆるスクールメヲ

　ットはよく知られたところで、第一表にも示した困り米麟の民闘第三粛幽第五の三プラント

がいつれも一声五トン計画と伝えられているのもそのためである。他方ロードが足りなくて

遊休率が高まればスプールメリソトを相殺するので、実際上は囲標に1噺近する段階的拡張の

搬潤る．の肺ケうが・駐ガランに社の．齢は溶すが細内でも龍となってい

　る。．

　　第棲からもわ榊よう1二・鞭璽離州鯉噸に騨剛00叶準ゆち噸

碗トソ嚇雌蜴を蔽る劇月醜料醗生するので軽か猶際竸鋤詰る意
　味においても競合を排して大プラントに踏み切ることが肝安である。

ろ1醜埋プ碗3　　　ビ，／レ》欺挫紋
　　α冠祉プラントのプ胃セスは当弼樹脂法によるプルトニウム分離と、ウランと分裂注生成
　一…一…一一…一・一一…～一一・…ド　㎝　一一一…　…r槻痴牌』…一一・一一…一一一．一一・一一一一～一一一一一＿＿．＿一、＿．．。～＿＿＿…・～・一一～一一～

物とのふつ化工程とから戒るので・艶篭武氏よ醜四丁ζ力臥㌦三三庶急甕鰍£虹のは溶媒
　　　　　　　　　　　＿．縣．．＿＿．．＿＿＿昭叩＿脚。．…・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊～

抽出に切襖えられ、これにウランのふつ化を付撫した形にな・つた。高ンベル廃液は直ちに固
　～寮一一㎝牌　　輪｝～岬艀囁　碑轡　卯甜　　　．

　化するようになっているが、一部には一且鳶蔵した：後闘化した方がよいとの意見もあるなど、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼駿繊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　3
塒の㈱鷹の実，旛るまでは磁＿またウランのふつ化もブ＿熟〆ソグ

の際には有利にならない等の事情と櫃まって、後発のA旦ied甑e瓢cal社は当初6予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂＼

を変更して湿式法に変更した。かくして米陣内新計画はαE社を除けばすべて湿式法であっ

て、．近い将来の再処理プロセスとして湿式法が採用するのが趨勢である。
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　　　『

4．敷地の撰定

　再処理が過去において原子炉の敷地以上にこの閾題で蒔縄を費したのは事実であった。し

かしそれは必ずしも本来の用兵聞題というのではないから、今後の困薙は軽減するであろう

と鵬される．　　　徳む細い痴蘭心／
　　黒革費の節約を旨とする塞黒鴨選蓑撚左が．よ。魑麺塁間題である。
　一　r臨｝…7－r…㎜へ’へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～、

　原子炉の集中化の結集、一地区1000万キロ以上ともなれば、専用再処理プラントが
　噸＿＿．．5＿　一一一　　　　～一ピー…　心一誰～一　　瞥㌧、
哩璽鋤・批瞭藁麺藁．興し』可読郎脚継編腿蝋画鷺敏：；≧三

一馬蝉距礁蝋で朗報縁響≠弾瞬標帥劉耀紗測悟購う互抵

鵡野物烈堺町竺笥鱒潮．

　　1ゆの需要が曜実化すれば我が困でも再処理プラントに織込むこととなろう。Cs其他の

回収も同様に需要に見合う問題である。Krの回収については原研の協力を得て豫備設計ま

で整えている。

　　廃液の鋸形化に関しては一部に未解決の圃題もあるが、再処理規模全体の拡大に伴ない、

　その方向だけは必然と考えなくてはならない。
コ　へ

璃高速炉燃科は競業用軽水炉り菱科とはやや異質の‡のであ1、、開発途上の趣度期においては既

　三豊処理設備の利用に依らざるを碍ないが、将来は専用最適プラントの設計に蓬むべきもの

　と考えられる。乾式法への期イ寺はまだ流動的で、此際は湿乾式両様の開発を考えるべきであ
　　　　　　　　　〆5ア｝努
　り、その際フランスの如くプルトニウ・ム、ウランの分離を行わないとの仮定で朗発を進めて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心いるところもあることは注目に値する。

6，燃料サイクルと再処理

　　さきにのべた如く、我が幽の煽業炉の拡大テムポから児て、繍論的にはできるだけ速かに

大規摸再処理プラント建設を断行すべきである。WASH　／e82　の豫測にも示されている

　ように、一日5トソプラントを実現すれば再処理コスi・は26S／陸営95e万円／トンの
　　　　桝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・嬢障副

線に達し燃料サイクル費甲に占める再処埋コストは／0％以下となり、安いブルトニウ云の

供給が実現でさる。

　一旺処理プ認＿し劔羅4臨撫諭送麟長≧嘉樋＿矛動感らむものの、米国事清とは比較にな
ρμ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～



らないし、海上輸送の含理化は期待の余地があちう。他方においては太平洋地域の海外炉に
　　　　へゆ　ゴ　　　セ　　　　　　　

も進出しτ稼弊鯛キ曙める遡覧本姦庶1あ範二1二㍗　　　｝～へ～～～一一．一一一

　少くとも一日5～4トン処理プラントは霞標として不当ではない。アプロみチの実際方法

としては段陵的拡張によることとし、その経済的設計の研究が必要である。

　そめ際には動燃の第一プラント麟寺殊炉や・醗中の動力炉の専用プランとして・ま轍

術開発の中心としての薪たな便命を見出だすこととなることも考えられる。

　再処理の意義は串すまでもなく、それによって回収せられたプルトニウムが有利に燃料サ

イクルに実用化される乏ころにあるのである。高速増殖炉へは所i謬韻時的余裕を晃ねばなら

ならないのに灼して、軽水炉ジづ一イクルの時機は近づいている。その為には関連技術、特に

加：工費低誠への努力が急務である。その為にも再処理大型化は急がねばならんと考えるのみ

である。

　迭に蹴劣贈㍗噸単F導飾馨卿う濡ミ翼郵∴可能な限！）は三レツデ・ンノ

に持込むのが顛情に適しているGさらには今や鼠内におけるゑ一ン織、糊発の畿運に棄じ、
〆r…｝隔一一一一一～一一一一一一　　．．一一一一一一　　　　　一　　　　　　　 　…　　

劣化ウランの露内再濃簡を一目標として掲げることを提案したい。

一ゾ　～　㏄甲 E・ @　　～　　“㎜一
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パネル討論会：核燃料産業確立への三間題

わが国の核燃料産：業政策

　　　　　　　　　　　　　　遍藺産業省鉱山石炭局金属課

　　　　　　　　　　　　　　　課長今泉嘉1E

1．長期的な核燃料産婁ビジョンの確立：

　　昭和42年に総会エネルギー調査会は原子力麗業の長期的な見通しを作成したが、その後、

原子力発電所建設計画が次第1二異体化しつつあり、一一方わが幽の経済戯長もテンポを早あて

いるのでこ描を鰹嘆め循燃料産麹吟ン雄立す三三ある・昭薩144鞭に
通1罐業省の核燃柵院委嘱は剣賜的な灘編縣翻を講した瓜その一部を示すと

第窪表のとおりである

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔第　1・表〕

　通商産業密では、45年度に、経済社会発展計画の見薩しによる新しい政騰の経済指標の

　もとに、原子力発電規模の再検討を考えており、それに伴う核燃料産業規模を想定し、長期

的な核燃料産業ビジョンを確立する計纏を進あている。

　〔第1表〕

◎族燃科関係諸量の試算値

　　60年度末原子力発電規摸を4，500万KWとして、現在め被術ベース・のBW血．：PWR

　　が半々運転された場含の開学量である。
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（注1）濃縮仕廓量の単位sw七は濃縮仕事量トソである。

C注2）滅損ウラン、プルトニウムの累積量は、使用済燃料を再処還した後、

　　　　リサイクルしない場含の値で滅損ウランの濃縮度は0．75～1．014

　　　　％である。

2．わが困の核燃科産業政策の概婆：

　核燃料産業育成の白標は、云うまでもなく、わが国の廟主的なウラン賃源の開発から加工

再処理に至る核燃科ザイクルの確立であり、同時にこれに必要な核燃科の量、貞の確保であ

　る。

　　量の確保で今後特に重視すべきはウラン資源開発とクラソ濃縮の分野である。

（1）　ウラン頁了原弓選発

　　米網、欧州の債極的な海外ウラン賃源確保対策と競争して長期的に且つ安定した海外ウ

　　ラン供給源を確保するためには、単純賃鉱には限界があり、できるだけわが幽の企業が目

　　らの力で海外病源を開発する子安がある。このため、45年度以降金属鉱物探鉱足劇藍．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸凹儒r「巨一一Ψ｝

　　団の海外探鉱融負の対象鉱極に新たにウランを遍些して高高の海外ウラン探鉱活動を助成

　ずることとなった。

　（2）　ウラジ二曲ヂ畔

　　　当面、日米原子力協力協定によって確保することとな弓ているが、今後、ウラン濃縮仕

　　事量必要量の増加に対処して必要とする量を望む時期に不安なく供給が受けられるよう政

　　府聞ベースの交渉を趨じ両芦間で取極めて行かねばならない。



⑤、加工からの再処理の分野

　　濃縮六弗化ウランを加工して燃料桑含体を作る工程は特にわが国での早期確立が望まれ

　ている分野である。現在二酸化クラソコンパージ黄ン、成型加工、被覆鷺製造の分野では

　かなり企業化が進んでおり、これらの工場建設に対し．低利の醜給銀行資金の融資や税制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　覧叩鼎噌㌦一酌一．＿＿＿r．．＿．．＿「．＿．＿＿＿T．．’．……・…一・一…・一内…・一…・・一一　．．．．＿．＿・……一…一一二

　上の優遇措遣が与えられている。また越内で厩£した燃料葱剰1弓すう箪力会社口ま侭多！♪＿

　憂期の蘭銀資金を融費する「漂子力発電機器延払い綾賛翻度」が適崩されている。今後わ

が齢欝力鹸が一95・靴妹鉱蔽轍輔発F麺弊・典燭牛離
なね　　　ず　ド　制に入っている米幽の巨大企業と竸争し七発展するため1二は原子炉技術の向上に応じて隅

　一ら技鑓鮒発を行ない、強かご籔産化を遍めねばならない。さらに将来、輸出慶業にまで飛

．躍する碑鋲＿関蓮≠を全メ…吻ごの努ガほ勿講、政府開係研究機謁および距ザー側の協

　力体制が不可欠である。

　　通商産業憲は、近い将来に褻燃料産業が麟民経済面重要なエネルギー産業の中核となる

　ことを予想し、境時点から、この分野での適正な競争市場を繧lj成すべく対策を研究してい

　る。

　使用済燃料の再処理の工臨は、動力炉・核燃料麗発事業醍がわが頃最拐の＝〔場を45年

度から建；漉する計画であるが、娼和50年度を過ぎると第2工場の必要が出て来るので、

今後、民間工場建設の具体的な体制と輝の役響1等をl！月確にする必要がある。

　再処理工場から発生するプルトニウムのサーマル利驚および織損ウランの；可用あるいは

ウラン系燃糾を禰完するトリウム利寿目についても核燃科の経済性を向上させるために今後

温海的に推進する必滅がある。



パネル討論会：核燃料産業確立への諸問題

核 燃 料 政 策

科学披術庁原子力局核燃料課

　　　課長小山武雄

4．　ウラン資源の確保

　　海外ウラン資源の確保については、原則として罠閥企業を中心として推進することとし、

　踊は動燃事業団によって民間企業の未進出地域について先駆的な基礎調査を実施する。即ち、

　諸外瞳の鉱業事情の調査および鉱床賦存地域の鉱鷹調査を行：ない、その成果を民間企業に提

示する。また、民間企業に対する助成策としては、金属鉱物探鉱促進事業団が国の補助金を

　得て、民間企業と共晶して地質構造調査を実施するとともに｝探鉱に対して長期低利の融資

　を行なうほか、開発に必要な資金の債務保証を行なうことを．考えている。

2．　ウラン濃暴養

　　今後の世界の原子力発電に必要な濃縮ウランの需要増大に対して、米国の現有濃縮工場は

昭和50年代前半には需要をまかないきれなくなると予想される。

　　一方、わが繭においては、｝1召和60年には低濃縮ウランで年聞2，GOGトン程度の需要が

あると推定され、量的にも、また核燃料サイクル確立のためにも、クラン濃縮事業を行なう

こ∵∴鵬瓢∴総長篇いて＿＿綜合＿紅康
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　細・
　て研究面出を推進し、昭和47年度末までにウラン濃縮に関する技術的諸問題の解明の見通　1　（事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　＿
しを得ることを当面（第二階）の目・漂とする．なお、蹴醗の効果謝舞進論る上から、1み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　吻

?∵?
、再処理　　　　　　　　　　　誌
軽水炉の糊灘隔慰ついては、第醐は町・の規模蹴蝶厘・・よつlll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ　～♪
　て建設されるが、将来、第2工場以降は民間に建設、運営を鵡回し、このための法改正、廃　　ノ　胎

棄物一処…境蝋どに…囎し…灘講ずる・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼竃㌢夢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ギ



　　高速炉の使用済燃料の再処理については、動力炉開発と並行して自主技術の纏立を図るよ

磯醗秩E　描或黙ゾ
4鋼那の有鯛用％／ 匀赶ﾉい一
わが離麟プルトー宏縞齢料とし傘れる・とが最も望まし蝋

高速炉が実靴さDまでには鞘の期悶秘要である処撚料の繭’醐の観点から・
との聞熱帷伽・鯛すること繍られる・・の曝高速炉用プルトニウム燃料の研

鵜沼ぐ◎鑓轡∵　∵に
5．保　障．措　置　ピ・’・

　　本年2』月に核兵器不拡散条約に調印したがぐこれによると非核兵器圏は魍内あすべての核

物質をIAEAの保障措置め下に置くことにならており、適罵される保障措置の内容如何によ

　っては、わが国の原子力平和利用の健全な髭面が限害されろおそれが生ずることも考えられ

　る。このため出際原子力機関とのi珊に締結する保障措置協定について、その内容が他と比較

　して実質的に不利なものとならないよう、また、保障措置の手続が合理的なものであり、か

っ、各國の管理制度および保障措置技術の研究民謡あ成果をとり入れて、できる限り簡素な

ものとなるよう勤泓ってゆく5㌧困’憾　∴r一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　し1＿・．，

へ

◎Fびノ
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加工産業の諸問題について

古河電気工業様式会社

　常寄取締役島村武久

1　加工事業の規模

　昭魂44年12月発表の中央電力協議会資糾によれば、紹和53年度末の原子力発電設備

　は、運開ベースで／．624万課であり、これから推定されるi沼縮55年度の原子力発電の規模は、

約2，500万｝醒になる。

　　この源子早発電命を前提とした場合、紹和55年における燃料所要綾は約4，Geo億円余、

原料費を除いた成型加工事業の付加価値は凡そ週二達すると想定される。しかも、

　その頃には当然予慧される核燃料の輸出ということも考えると、これらの予測数値は、更に

　大由に増加するであろう，

　　この大きい加工事業を、国内に産業として確立することは、原子力発電計爾の成否を左右

する鍵の一つでもある。窪9フ0年代は、核燃料加工事業が揺監期から飛躍して、薩業とし

ての地位を確立すべき年代であり、燃料メーカーρ）持つ責任は極めて大きい。

獲　核燃料加工産業の闘題点

　　わが周が核燃料に関する成型加工の研究に手を染あたのは、漂子力蘭発の歴史と同じく、

　15年以前に遡る。この濁、燃料メーカーは国の援助の下に、先進国からの枝術の導入をも

　計bつつ、生腹技術の修得と自主鯛発の為の研鍍に努めてきた。しかしながら、今臼までに

　供給し得た核燃料は、研究炉、試験炉嗣のそれが大部分であって，実用幼力炉に対する核燃

　料の供給は・正にこれからという所である。以下に述蕊麹燃料加工毒業1三；蛍ナる這護傭鳳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟄脳撃輝岬・・

このよ乏鰹些燦発盛∵頃ρや頗大産業ζ嫁で・・急速醗展して徳力ぬ燦噸盈一

騒疑砒賦鎗．　　ぎ膨る御払％匁ぼ房娠④黙あ
。生産設備の拡充　　　儀鞠峯忽添恥鍬脇つく㌔

　　　核燃料成型加工業は、一種の装置産業である。急激な需要増加に対応するためには、第

　　一ピ生産設備を増強しなければならないが、更に核燃料特有の事情が存在する。

　　a）．核燃料は極めて高価であり、燃料サイクル・コストを低く保っためには、これにかか



　　る金利負担を極力下げる要があり、また加工期聞は、出来るだけ短期でなければならな

　　い。従って、特に核燃料加工産業が確立される初期に於て、加工施設の甲羅が問題とな

　　り、実際には年蘭需要を上廻る大ささが要求される。

　b）炉型押に考えても、わが岡の場・含、摸雑になる。軽水炉の他に、ガス炉、三型転換炉、

　　高速炉など、多種多様の燃料についての加工粛軍の粥発、供給体制の整鯖を計らなけれ

　　ばならない。

　の　工場用地も、設薫条件として、居住地域からの駈定の隔離が所要とされ、とくにプル

　　トニウムのリサイクル燃料には、特別の施設が必要の陀め、用地の確保についても、』十

　　分配慮して準備しなければならない。　　　　　　・　　　　　　　　　　　・

2）技術の解発

　　軽水炉燃料については、メーカーとしては既に当面の生産体制を整えづづある。しかし

　核燃料成型加工の技術については、世界的に尚、理進月歩の改良がなされており、我々と

環：禦繊濃誌lll∴と＿．プ＿ム燃料疎＼
／する加工撫，、むしろ轍。職搬職ら繭題であって潤の強力鋤成耀まノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
㍉・れる。　　　　　　　　　　　　　　　。・
＼
＼

5）一岡岬査察と計殺管理

　　核燃料加工の場台1核燃料物質の計IFと管理が従来の産：1繋にない新しい問題となる。’

　　核燃料物質の計量管理は、野際的にも重憂な諜纈であり、又燃居メーかバニとっては、

　極めて重要な、しかし煩雑な一瞥を持つ業際Cある。燃料メーカーは、核燃料計壕管理に’：

　関する躍際査察に際して、常に正確な資料を提供し7駄ければならない。これには、簡素化

　された方式を設定することと同時に、能率的な計潟：」1琴理技術の絹発が必要で、国とメーカ

　一が協力してこの問題を解決していかなければならないものと思う。

皿　む　　す　　び

　　思うに、現在まで燃料メーカーに与えられた使命は、与えられた設計の下に、示された通

　りの燃料要素をハードウエアー的に製材することであった。然し、燃料メーカーの使命は新

　しい炉については、炉の設計の段階からソフトウエアー的にも参画すべきであり、既存の炉

　に対してはより効率的な、より安価な燃料を悶発して提供すろことである。その面から、燃

　料メーーカーは、単に需要に応ずろのみならず、更にその地位の向上についても努力する必要

　があり、・その責任を感じ七いる、大方の理解を望む次箒である。

　馬〆
　　…
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海　外　ウ ラ ン　資　源

電気事業連合会原子力部

　　部長　　西　　依　　祥　　一

　幽境における原子力発電の閑発は、44年度家、原子力発電設講容量が導電2台、48．8万

キロワットに対し、5δ年度末∴は．琵，625．9万キロヲ。トと約56・笛に急増することが見

込まれており、これに使胴するワラソ所要量は55年度末で、イエローケーキU3輪概算累計

55，400シ。一ト・トソが必要となる見込みである。

　このようなウラン需要に対する供給については、管内資源が乏しく、すべて外国からの輸入

に頼っており、既に電力会社はデニジンマィンズ社およびリオ・ア〃ゴム社とウラン長期購入

契約を結びU3馬1550’0シ。一ト・トン．を昭和44年から55年の10年間にわたって入

手するほか、電力各社は個別に米鼠カナダなどからスポ，，ト購入で必要量を入手するよう手

配をしており、臼本全体でみると現在の手配量は昭和49年頃までの所要量を充足している。

（図参照）

　世界的なウランの需給状態について考察しでみると、ウラン需要の大部分を占ぬる原子づコ発

電離が・従門火戦野く魅て・灘厭刷く・四隅輝の齪の鋤によって・

肝脳麟の緬が変動し慰騰れ1モ鰍っ砂ラ・線鉢きく齢さ率・るので・将来の

需給予測が困難である。

　しかしながら、原子力産業の有望性、発展性については疑う余地はなく、短期的には変動は

あるにしても、長期的にみれば着実に発農の一途をたどりっっあることは確実で、ウラン需要

もそれにつれて増加し、昭和50年以降は世界的なウラン供給不足が生ずる恐れがあると言わ

れている。
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　　　（注）’1．所要畏は44年度電力長蠣計画（1968～1980年）

　　　　　　および幡下鞍期展欝欝（冊1～1985年）に

　　　　　　よる。

　　　　　2．供給量は電’力会社既契約轍・よる。

　わが国は依然として目覚ましい峰済発展を続けているが化石燃料資源が極めて少ない牟めに・

原子力発電すなわちウラン資源に依存する度合・は、最も高いものと言えるであろう・

　このような状勢からウラン資源を長期丁丁確保するために万全の方策をたて積極的に海外資

源の確保に努めなければならない。

　ウラン資源確保の方法は短期購入契約（スポ．卜購入）および長期購入契約のほかに海外の

探鉱開発を行なって資源を確保する方法がある。

　現在、わが罎のウランはアメリカ、カナダが主な供給国であるが探鉱開発によって広く他の

地域に新しい供給源を弱弄することにより圏際情勢の変勤によるウラン資源入手不安の分散を

計ることができる。

　わが困のウラン探鉱は、現在カナダなどで動燃事i業団の手で行なわれているほかに、民闘企

業と外國の鉱山会社の共同探鉱が行なわれている。



　すなわち、三菱金属とりわ：アルゴム社、非鉄6吾レ電力9社とカーーマギー社、電力9社と

デニソン社などで探鉱費折半○形で実施中である。

　また、昨年フランス原子力庁からアブilカ・ニジェールのウラン共詞探鉱の提案があり、日

本から鉱山業界、電力業界などが共尚で論査険を派遣して実情を鵬査した結果、可戎有望であ

ることが判ったので、この接衝を続けることとなり、近く鉱山、電力などの関連業界が共同
してフラ斑交渉を麟し纏腿、。応麟しく渤ラ藤嚇謙識擁、ズとぎ諏ノ

　ウラン海外探鉱は首尾よく皮功した場合は量的にも、緬絡の颪でもウランの安定供給確保の

ために大いに寄与することになるが反面、リスクが大きく、経済規模のウラン鉱脈を発見する

までには多くの資金と期間を要するものと覚悟してかからねばならないので、畏閣企業の探鉱

に対して国の全面的な協力、助成が要望される次第である。

　探鉱開発事業は、初期概査の段階は動燃事業属で行なうとしても企業探鉱から粥発は民間企

業によって行なわれることになるので、この事業を担当推進する魍内の体鰯が必要となってく

る。

　ウラン資源閑発は、新しい種類の資源であるために国内の体制が未だ整備されていない状態

である。そこで、海外探鉱賜発を有効に行なうためには従来から海外の地下資源の確保を手掛

けている企業を中心として圏内の三三を固めるのが、蓄積された経回と技術を生かす上で最も

望ましいと考えられ、この体制の下にウラン資源に関する専門的な企業を三連業界が一致脇下

して早急に育成してゆくことが肝要であろう。
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核燃料産業確立への間題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藁：本鉢業協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理　饗　東　　、　宣　夫

　　　　鯵画聖曜勃γ緬駿隣郷1，．　　，

（1・鋤の総噺煽御側梶捲伽鮪蕩冗冤や

　第二表はニッケル．アルミニウム、鉄鉱石、原料炭、石油等所謂重要地下賃源類の昭頼4ろ

　年と昭和50年の需要童をまとめたものですが、その大半の蟹源が殆んど望GO％海外原料

　に依存しております。

　即ち、前記附表からして海外資源賄発の必要性、重要性が自からわかるのであります。

　　しかも、これら主要資源はわが圏諸産業の基礎材料であることを思うとき、これら資源の

　確保鄭何が今後のわが国産業経済界の動向に大ぎく影轡することも爵から顕かれるのでありま

　す。

（2＞鉱山業界の現伏

　　第三表は鯛を初めとした海外資源確保のための鉱山開発、融賃買鉱の実情をまとめたもの

　でありますが、全世界を対崇に深鉱件数24、融黄翼鉱歪5件、計δ9件を骸え．これの所

　要資金総額は5力年蝿約2，0D9億円を計上しているのであります。以上は鋼・鎗・亜鉛及

　びエッケル鉱山の例示でありますが、繭述の各種重要餐源の謝発確保となりますと、更に操

　業規模も巨大化するので、その投費額は更に巨額に上るこどが予測されます。

　　従って、これら諸醐確保のためには独り企業の独力のみならず聴しても然るべき借置

　が講ぜられて然るべきと考え．られます。

（31鉱山企業’の特録性

　　鉱山業は地下の有用蟹源を経済的に採取する事業と簡単にはいえますが、この有用資源を

　囎発するには、実に長い年月、従って多顎の犠金を必要とします。　（第興表外国の実例）



　　また鉱床の発見率は一般に低く（俗に千三つといわれている位で、ややともすれば投機的

　ともみられ、昔山師の言葉が生まれた理由もこのへんにあるのであります。）従って、投融

　資颪よりみれば毒めて資金効率が低く、むしろ危険率が高いともいえるのであります。

　従って探鉱段階での融資は一般市中銀行では認められておらないという融資面での不利な立

　：場におかれているのも鉱山業の宿命ともいえましよう。

（4｝　滅耗控除恰度の恒久法化について

　　しかも鉱業の対象は地下に埋鞍：している有限の鉱物資源を採取するので資源（資産）は逐

　次減耗し、そのまま放置しておれば遂には資産たる鳥距は枯渇し、企業の存続が不可能とな

　つてしまいます。

　これがため、新しい鉱源を確保するための探鉱を実施しなければならないのであります。し

　かも最近の探鉱は苦のように鉱床が地表に出ている露頭のようなものがなぐ、全く地下深く

　潜在し、また人跡未踏の地を探鉱しなければならないあで、更に臼蒋と巨額の費用を必要と

　するのであります。

　これがため諸外圏では、前述の減耗資源を鰻持媛保するための資金を積立てる滅耗控除制度

　を鉱山業の特殊性として認め、米誌では既に50年前から鉱山育成の恒久措置とし℃創設実

　施しているのであります。

　第六表は諸外国でのその実施例であります。

　　わが国では昭和27年頃よりこの制度の実現に当たっていたのでしたが、昭和40年よう

　やく租税特別措置法により鉱業所得の課税の特例として！’探鉱準備金制度〃として採用され、

　その後昭和43年度の訳義改配1三おける2力隼間の延長を経て本年5月で一応打ち切りとい

　うことでありましたが、更に継続するや否やを検討するために1年忌の延長をすることにな

　つているのであります。この湿度は独り銅鉱山のみならず、地下資源であればすべての鉱種

　に適用可能でウラン鉱にも当然該当されるものであります。

　このような意味で減耗控除議度は地下資源産業の特殊性のため設けられた感度であり、この

　制陵により鉱山企業の自己資産の充実が可能となり積極的に霞主櫟鉱が促進されます。

　　副題も世界の麟台で資源確保に当届んとする時機に際会している折柄麟本，識の

恒久肉ヒの実現点り、．も・て鉱1膝本来の使命を完遂したレ・と存じまして諺縣各位のご

　理解を得、更にはご援助を賜わりたく．敢えて討議内容の一つに提案恕し上げた次第であり

　ます。
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第二表　主娑地下費源類の需要量とその海外儀存率
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（第三表） （1と今後の翻麟開発表（7ロジェ．ク剛）
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第　四　表

　鉱山の開発には長い年月．と多額の食金浴かか塾ます

夕燈蓑の鉱山感発の実例
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第　五　表

1．　減耗控除嗣璽の必要性

ω　鉱山業の特殊性

　　鉱業は天然に塑蔵している鉱物という枯渇性資産を対象としている点に澄いて他産業と

　　本質的にその経営構造の基盤を異にしている。

　　すなわち仙産業に重いてる1実体二本を滅耗することなく操業の継続が可能であるのに対

　　し，鉱山業に膨いては採掘によって地下食源という実体負本は，それたけ減耗し，ついに

　　は操業を継続することができなくなる宿命をもって語る点にその絶対的な特質カミある。

　　　したがって鉱業会誌に嘉ける利益は一，没企黍のそれと本質的に．異り鉱物という鉱山業に

　　語いてもっとも重要な資産の喰いつぶし分によって構i瓜されるのがはとんどである○

　　　もし，このような性格をもっている二二を一二企業のそれと同様に社外流出させるなら

　　ば，鉱叢会祉は早睨企業として存続することができなくなる。

　　　したがって鉱業会社が継続誉≧：莱として存続するためには少くとも費産の喰いつぶしによ

　　る利益は新しい貞虚の獲褥のために：投じて実体質本の維持に努めなけれはならない。



　しかし探鉱には常に大きなリスクが伴うものであり探鉱桑件もますます急l！：していくのが

　実態であり責産の喰いつぶしによる利益を金額投じても桔渇した負源を補損できるという

　保瞳がないのが二二；である。

（2）　三二整註除（DθPle「じion　Aユ■Owance　）

　　滅耗控除とは上記α）の鉱業の特殊性が認識されて海外に於ても広く認められてい’る制皮

　である。

　　即ち投下した資本を一定の方法（竃率法，定額法，生産高比例法）によって投下丸本の

　範囲内で毎年償却する顔価純潔

　　（D⑪rθcia撹。功と異なり投下二本を基準としないで課税欣得のうちの一定部分を免

　税所得とする。従って鉱床に投下した質本顧とは一応肉係なく鉱業を継続し，利益を計上

　している限り納税者は滅耗控除を許される。

　　わが国に於ては業界が永年要淫して来た「上瓦控除測慶」の本冒を取り入れて「探鉱準

　藥金創度」として実施されている。

　　一方アメリカでは売上高に一定の率即ち石油ガス井は2Z5％，硫黄鉱山は25％，金

　属鉱山は15％，砂，砂利は5％を乗じた讃か純利益の50％か何れか低い額が繊耗控除

　として諜税を受けない。

　　・ナ耗は繕幟の5書％が簾控除として灘酬得よ二二を鮒，さら醐溢

　の中には製錬利益も含めている。

（3）　詞慶の必要性

　　わが圏鉱業は圏内他産業に対して低廉且安定した原料供給の至高を負わされている。臼

　奉経済のめざましい高度成長下にあってわが幽鉱業界は増大する需要に対処するために海

　外に迄その資源を求めて日本続済の発展の一翼をになっているのである。

　　一方欧米先進語飼は後段でもふれている逼夢二業については戦略物資として噺た霞昆擾

　誌上の基礎蟹源として滅耗控除制度を採矯しその世久的な四域借蕊を賊って儲りアメリカ

　に於ては50年余に頁夢二二控除制皮をFUUに盾崩して店り臼巳嚢本の充実を集し，臨

　際経済競争力に：大窓な強みを発揮している。最近アメリカに於て減耗控除制度が石抽莱界

　を中心として過保護ではないかとの批判を受け弟91謡芸に於て特別二三の掬：棋討が論議

　されている旨報道されているが之は石油ガス井に対する2ス5％の高率疲耗控除を今后共

　続ける事の可否が二二となっているのであって疲耗控除刷笈そのものが論議の対象となつ

　ているのではない。

　　わが国探鉱準備金制度創設後の鉱業界がどの様に推移してきたかは別項実施実讃に述べ



る様に1δG憾円轡度の附部蓄積を果して匙たが之を以て欧米先進譜感と堂々と立向って

今後の日本詮揖の発襲に寄・与するのにとれ程の趣盤強l！：が蹴来たといえるであろうか，昂

ち画囚に：訟ける探鉱促進は勿論のこと多ジくの危｝演を費して梅・外謝発を推進する必嬰に迫ら

れて；茜り槍’後約5年間の所要貧金は2，00〔｝慰1＝Llに達する見込でめろ。此の点から：考え．て

　　も少くとも現行雷ll　l虻をFUユユに了孟用して，わが幽鉱、嘉界の泰盤を更に強廷：し白已虞庫の充

　　実を図らなければならない。

　　　従って「探鉱隼傭金胃ill芝」の継翫紘持は勿論のこと莱界永年の念顧であるアメリカ式1滅

　　耗控除嗣度の纏入について｝も一考が加えられても艮いのではなかろうかQ両，かかる制震

　　は長期1甫の集施により始めて・その成果が甚越待1唱米るものである0

2．　アメリカに於ける滅耗控除制度の磨更

　。　1915年アメリカに於て認められた繊粍控除掘1皮は鉱山業に対してその生産物の山元

　　総額の一定率を譲皮として所轡から1饗除する事であった。

　。　1916年の改正により当該づ・拝度中1’⊂採掘され売却された鉱産物の市価を基藁として鉱

　　床～灰耗郡分に相当する戚価i覆を琵除することが認められ，必ずしも取得原価碁藁によらな

　　い再評癒棊革の方法が録舶された（⊃

　。　喋918年にi到り新たに発見された鉱搾に対してもその発見時もしくはそれ以後50日

　　以囚の公正百場価値をもって控除丞準麺とするいわゆる美i見億格基準法に改められた。

・192輝には上記雛弱三謙穣が鉱を鳶隠箏麹ウテ霧のゴ調溌が癌P箆ti…によ

　　り相殺さ回るとの強い反対にあって当該財産から生ずる営業利益の1eo％を限慶とする

　　考‡に：改’められた。

　。　1926牛に到鈴議1額裕評i勧去による評価翻の毒1く宛につらての菜界と税猛当局との紛

　　争を解決するために単純かつ公平な方法でむり，鐘論的にも両者の塘得のゆくものとして．

　　過去の実薦から鋤≒腱れた拐行の定率磁毛蕉験法カミ採用された。

　◇　1942年から礎945年に憩二り対嶽鉱種力践蓋次拡大され非鉄金・属金瑛に及ふこととな

　　つた○

　。　かくて現在定率控除法は吉くからの」課侍原緬控除法と共に二者i沢一の彩で採掬されてい

　　るQ



1主要鉱産幽に於ける滅耗控除制皮の概要

レ 名 〒鱗皮の・内谷
　　　　　　　i
滅耗控除の方法1
　　　　　　　．；

対　象　鉱　種
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（注）　上記以外の鉱灘麟で数闇闇控除網皮を丁丁している齢は次の通り

コロンビア　　　ガテマラ

スベイン　　　　アルジェリア

トルコ　　　　ペルー

ボリビア　　　　ベネズエラ

リビア　　　　　ィララエル

千リー



パネル討論会　核燃料産業確立への諸問題

　　　　　　　　　　　　ウラン濃縮の諸問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本原子力発電株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常務取締役　　吉　　蘭　　俊　　男

1はしがき
　現在世界で広く建設されている軽水炉は微濃縮ウラン燃料を使嗣し、その発箪『煮ト中燃

料サイクノレ費は約50％、またその中約50％がウラン濃縮費である。即ちウラン濃縮費は
　一一　　皿　…町一”｝脚剛…㎝…一」㎝一硲㎜　　一一…一一一一一一一一一～一一一＿＿＿＿＿＿。＿＿一＿

全労実費の約40％に当る。

　　将来高速増殖煩の閣発が進み、核分裂性物質の自給が可能となる迄は殆んど各形式の原

子炉において濃縮ウランは不可欠であり、原子力発電の建設開発が進むにつれ、ウラン濃縮

は原子力産業中重要な部門を占めることとなる。現在わが困を含め、自由諸國における発電

用原子炉のウラシ濃縮は殆んど米騒二岡に依存している。

　原子力発電の開発に不可欠であり、又その発電費に占めるウエートの高いウラン濃縮を如

何に適時適量を確保し、又その経済性を維持するかは今後のわが閣の原子力魔業の重大な課

題の一である。現在日本原子力産業会議ウラン濃縮問題懇談会その他においてこの問題の討議カミ進

められている。ここでは世界のウラン濃縮の環状とわが綴ウラン濃縮確保に下する諸問題を

提示し、本日の討論の端緒として頂ければと考えるものである。

H　海外ウラン濃縮の現状』

　（1＞アメリカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘂璽

A呼珊　鼇m∵ll三㌦♂
　　　　　　　　　　　　　　　　　kポーツマス（オハ材州）／　 、峨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　　　　　Q濃縮能力　　現有三工場（投資25・26億ドル）1ZOOOトン斜町／年6，000M罪

　　　　　　　　　カスケード改良（CエP）（投資477億ドル）後㊨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，700トンSWU／年6，000MW’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創蕨％’



　　　　　　　　鰍醸（。UP）（搬1・‘0鰹ル）紳ρ・100トン舗庫Z‘00MW・

　　　　　　　　現在稼動率　現有能力の約5分の1

　　　　　嚇サ｝ビス料2一罪三三誓驚船上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼を上限とする　　　　ノ

　　（注）目下拡散工場の所有形態（民閣化かGOv磁皿ent　Oorli⊃oratiOnかAEOの筋有に

　　　　残すか）について検討されている。現在のユ・ころ一応A£C内の別機購で運営され

　　　　ることになっている。

②　イギリス

　　AHA所有　カーペンハースト気体拡散工場

　　灘磯力　砂ア0年迄に改造後約400トンS駅∫／年

㈲　フランス

　　G齢鮪．ピエル7雪気羅斑場
　　濃縮能力

（4）イ判ス磁ランダ・西ドイツ共同八二健心分離法による工場建言隻）、

　　　　　　　　　　　　　　　本年5月4日調印

　　オランダアノリ刑罪閏年迄2rトンsワ晴即晒。トン彌輝

　　．野州力τぺ冷で江場1972年迄25トンSW騨→200搾WU／年

　　　（表一1）

惨考選綴と分離作懸饒肇魏脚2眺の雛）

「褻7品濃縮『度　燃ウランフィー縄　分蓄雛業量
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i経費（柳8年一二ドル1k卿U）i
一＿＿　　　　　　　　　；．

　顕　濃縮ウランの需給

　　（11アメリカ

　　　　A廻Gの1967年頃予想によるとアメリカの原子力発電關発は1980年三1億5β00

　　　万臥海外（ソ連圏を除く）でのUS甲ype　Rea。tOrを含やると設備手縫約2億5000

　　　万鱈に達する。これに必要なウラン濃縮の需要は、1980年には米扇内需要で20，000ト

　　　ンSWUを超え海外需要を含め40，00eトソSWUに達する。即ち19フ5年頃にはPu　リ

　　　サイクノレを考えても、現在プラントの能力を超え、工場のGエP（4970年度にはCIPの

　　　予算は計上されなかった）や00Pを順次完成させ、又見込生塵をおこなっても｛980年

　　　頃には薮工場が必要になると予灘されている。

　　　　その後の需要について、フォーラム調査委員会の予測では、薪型熱中性子炉の開発、P琢

　　　リサイクノレの程度、FBR開発の時期を規模、海外におけるウラン濃縮プラント耀発状況

　　　等によって異なるが今後少なくとも25州50年聞に増加をつづけ最後には6e，000ト

　　　ンSWU／隼（2．5％濃縮ウラン約18，000トン／年）又はそれを超えるピーク値に達す

　　　るだろうとしている。

　　　　この需給予想に応ずるため、今後のウラン濃縮事業形態を如何にすべきかについて、差

　　　し当りは現存AEO濃縮工場の所有形態について検討が続けられている。

　　（参考）ウラン濃縮への投費（AEC　Mr．『Qulnn）。覇発原子力発電設備｛解当り10～15

　　　　諺他に濃縮に必要な電力として、濃縮ウランを使っての発生電力の約5～5％を必要と

　　　　するのでこの為の投資分5＄を加え合計15～20＄／冊　これは発電用石炭堀さくの

　　　　ため新石炭鉱山囎発に要する費用と大差ない。

　　　　（表一2）　新殺濃縮プラント建設運転費
　　　　　　　　　　　　　　（1968」1．フォーラム大会縣F．Qu1鳳n，　AEG論：文）

尺　　　　　　　　　　『「「一一　｝一－　　　『　　　「一、　　　　　　　　一｝「
1　　、＼＼、．　　　　規模　　i　　8750トンS冊／牢　　　i　　鉱500トンS罵／年　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（89）　　　　　　　　（65）　　　　　　　　（74）

　　　　　　　　　　　　　　　　　2，4〔｝0　　　　　　　　2，400　　　　　　　　4，フ0〔｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　22，4　　　　　　18．8　　　　　　196

　設　費　　（百万ドル）i

　　　　　　　　　　　i
　（ドノレ　窪k夢　SWU）　　　　　　1

　　　　　　　　　　　！

要電力（Mw）i費（ド，囎、剛i

G968年価㈱｝
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（注）　周定費15％／年　電力費4ミル／翻H　　leo％LF

　　　1978年価格は4％／年のエスカレーションを見込む。



（2）　　三ヨー1コ　ツノ気

　　イギリスのAαR建設進展、フランスの軽水炉採鴫決意により両醐とも濃縮ウランが必

　要となろた。両国のウラン濃縮工場は軍事罵を主昌的とし規模は・1・さく経済性も考慮され

　てなく、現有設備では将来の実用炉開発に応じ得ない。西ドイツ、＝イタリー等の諸国でも

　現在軽水炉を中心に弱発されウラン濃縮はアメ！lカに依存している。欧州原子力産業会議

　（フオーラトム）の予測によると欧州26ケ閣のウラン濃縮需要は1975年2100ト

　ンSWU、1980年には15，800トンSWUに達し、英；義・仏国のガス四散工場の利用を

　考憲してもその大部分を別途調達を考えねばならぬ。アメリカの濃縮ウラン市場独占への

　抵抗から、域内において経済的な濃縮ウラン入手への努力がなされ遠心分離法、ノズル壊

　等への研究が進められており、又共同繭発の動きも具体化している。G｛一4参照）

（参　考）

（十一5）欧州におけるウラン濃縮予想（1968．鷲フォーラム大会U．K．論文）

｛

英国及びユーラトム

その他欧州諸国

盤謙漏1鷺亜垂蕪∴∵訓
28，50〔〕～58，50〔｝

6，000～12，000

1，75e～4，750

600～t800

　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　り　　コ
　　　　　　　ロ　　　ゴド　　　　　　　く
6aoOO～10рT001～楓500　i
15，〔｝〔〕0ハ酬　5〔〕，〔｝0〔1　；1，500～　5Poo　l

　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　，『．1

（参　考）

（表一4）遠心分離プラント（祖0，00；〕跨S瓢∫／年ゆ分離作業コスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西ドイツ原子力瀧業会譲の想定）

（ドノレ／k窪s珊u）

」∴マF÷F∴三一一一∴晃1念；∵i
　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　江　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　：

　遠心分離機取替實　1　1。．、42i　　　　i　鴇42　；　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

｝積却費｝・52｝・5年、la・5｝・・年；
陀転轍一ド∴1⊥一⊥1二量÷一二二…

（注）　㈹

　　　〈2＞

　　　6）

建設費　165ドル／k夢S響U
電力消費率　　　458贋H／k5　SWU

遠心分離機平均寿命　　5年
これを5年にすると分離作業コスト　←ラ4ドル
　〃　　10年　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　←う7　ドノレ



（5）わが圏の需要

　　濃縮ウランの需要はω原子力閥発計画の規模　②高速増殖炉の導入時期、導入速度、性

　能（5）PUサーマルリサイクルの有無（4＞三型炉の寄与等により大巾に相違がある。電力

　中央協二会の電力長期計画、産業計画会議等の資料からの計算量をあげると次のようにな

　る◎

（表一5）わが國のウラン濃縮需要想定

17『 @　一“一…”　”㎜　T
l年度擁電言腰㈱二三作業量（トン・瑚（分緋業釦…ド・・）
す　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｝…舳…｝’　…｝「｝………”㎝一一『……一†｛一｝…一｝一一　　　　…一一一一『一｝『㎝｝…一螢｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50，000～60，000）肖975年i　5eo臣v　8脚i可・000～2加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

h980年｝2α000．2亀00015。0。～5。。0　（9α600～鵬000）
　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i…5年越・…一一ゆ・一一・（一一・一）
；　　　　　　i　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ

12・000年i450β00～180・000｝6・000～樽000　（80・000～480・000）
監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告

　　（注）　分離作業費は50ドル／kg　SWUとして計算

　　凡その目安としては、1985年頃にはウラン濃縮需要は約6，500トンsWU、2，000
σ

　　年頃には約15，000トンSWUに達する。相当量のウラン濃縮需要が続くのは2，010年

　　頃迄、その後は高速炉の開発が進み漸減すると考えられる。

　　（参　考）

　　　　　　　（表一6）軽水炉濃縮ウラン所要量（1，000M伽当り）

L　lウラン。・・，）釦・鋼z…る）一・鋼282％）　州
浮荷燃料i濫作縫・5・トシ・W・一・76トン…　・

嚥∵鵬∵壌廊∴禁1∵
L　陸…サー螺上記嚇イ母し糊の遅繍る・

1V　わが園の濃縮ウラン確保方策

　　現段階では次のように色々な場合炉考えられる。夫々利害得失がある。

　ω　米霞に全面的に依存する

　　　現在日米協定（1968年7月締結）によって当時1971年迄に着工予定の15基約

　　670万｝照二必要な（鰯定有効期50年間）濃縮ウラン154217k段（27％E』・換



　　算約スア00トン約28，2GOトンS鷺に相当）ほ米國A琶Gよ！＞供給が約束されている。

　　わが圏の原子力発電聡発計画の発展に応じ近く日米協定による濃縮ウランの供給羅増加の

　　交渉が持たれようとしている。

　　　現状では最も経済的であると判断される。しかし米国の生産能力は1980年頃には不

　　足が予想されるし、濃縮プラントの民闘移行の進展も予想されるので、将来所要畳を所要

　　時期に確保できる保証があるかどうか問題がある。

　（2）米酒および欧州に依存する

　　　欧州では英国、オランダ、志野の共同計顧が進められており、又フランス等でもヨーロ

　　ッパ共同濃縮工場建設の意図もあり、将来クラン濃縮供給の可能性はある。供給の信頼性

　　は増加するがヨーロソバの計爾は経済性におい：てアメリカと競争し得るかどうか問題があ

　　る。

　（5）諸外蜀と共同囲発する

　　（イ）アメリカの濃縮工場の薪増設に資金面で参加する。

　　〈ロ〉　ヨーロッパの共同閑発計画に参加する。

　　の　アジア、太平洋諸国と共同開発する。

　　等の構想が考えられるが、資本参加の外、技術をも含めた参加が可能であるかどうか聞題

　　がある。技術提携も含めた参加には、特にわが顧のノ公開原則との関連において、セーフガ

　　ード上の問題がある。実現できれば安定供給確保上の利点はある。

　（4）わが国で自主開発する

　　　長期安定確保、外貨簸約（1，980年ウラン濃縮所要費用90～150×1びドル）、

　　海外輸出の可能往等のメリツ、トがあるが、小規模璽発と電力コストの面から径斉性達成上

　　の不利、技術出発上の困難があるいセーフガードの面から技鱒導入のむつかしさが予想さ

　　れるので、この成否は今後のわ潜鼠の研究開発の成否にかかっ・てくる。尚非核軍備の線を

　　明確にしておく要がある。

　㈲　以上を総合していえることは将来のエネルギー原の主流を占める猿子力の蘭発に不可欠

　　なウラン濃縮を窮三綱にのみゆだねることは供給の責を果すゆえんでなく、又世界の原子

　　力醸調し挿す嫡わが四脚魏視勝ことζ挿・わ耀の融蝉吟として
　　は繊野点を置き併せて13）をも検討すべきものと考える。

V　自主開発上の諸問題

　（1）研究開発

　　　自主開発を進める場合、先づ国内におけるウラン濃縮鼓術の確立を図る必要がある。



　（イ）現状　　ガス拡散方式……理研、原研

　　　　　　　　遠心分離方式……　勤燃

　㊨　研究下階基本計爾（昭和44．8．原子力委、ウラン濃縮研究懇談会報告）

　　　昭和47年までに技術的諸問題の見透しを得る。（研究管約56．5億円）昭和48年

　　以降は両方式の研究踊発の成果を評価し、蘭発方針を定める。

　の　今後の問懸点

　　　パイロットプラント建設迄に行なうべき研究開発の規模をどうするか、このための政

　　府資金の確保の能否が雪下となる。又少なくともF，easibil満y規模のカスケード運転

　　を含める必要がある。披術導入の是非と可能性（公開の原則、セーフガードの関連）が

　　今後の研究成果に影響を与える。

　　ガス拡散、遠心分離両方式の研究下肥をどこ迄も併立して行くか、何の段階で何れかの

　　方式にしぼるか、今後の検討課題である。

（参　考）　各方式の特徴

　α）　ガス笹野方式

　　o　既開発按術…技術公開は園難　USA£Cより隔膜供給の可能性あり。

　　o　スケールメリットが大きく、小規模ではコストが高い（大容量プラント建設費80

　　　～肇　〔｝0　ドノレ／猛gS～VU）

　　◎　所要電力が多く（アメリカの例2，左00～δ，eoOKWH／勾SWU、電力費はS騨U

　　　単飾の約45％）電力単伽の高いところは不利Q

　㈲　遠心分離方式

　　◎　現時点では技術的に確立されておらず、経済的に未知要素が多い（遠心分離機の価

　　　格、寿命等）

　　o　小規模でも0揖i鵜ize　される（小予州建設賃150～2！0ドル／騒S脚U）

　　o　所要電力が少なく電力単価の高い地域に有利（550～450KWH：／痙SWU電力

　　　黄はSWU単価の約10％）

（2）自主開発の構想

　　研究閥発（Feasibility糖stを含む）による技術内学間題の見透しを得た後、開発

　に着手する。

　曾）　開発の時期と目標能力

　　O　パイロット・プラント∵時期（4～5年後？）

　　　　　　　　　　　　　　　　渾標同旨力2　0～2　0〔〕　トソS竃VU／’1年？

　　　　　　　　　　　　　　　　経済性よりウラン撰縮実用化への概念を得る。



　O　実絹ブランド…時矧（序0年泣先か？）

　　　　　　　　　　　目標能力（所要鉱の∴蔀か全量か、アジア諸醒への供給を考える

　　　　　　　　　　　か）順次容量を増大する。

　　　　　　　　　　　経済性に重点をおくか．長期安建供給に重点をおくか

㈱　分離方式

　　初期段階は遠心分離方式か？（わが閣の電力事構と電力単価、および開発規模等を考

　慮して定める。但し技術的に未確立の難点がある。

　　将来大規模開発となれば拡散方式を併用するか？（大容量で経済的に有利）

乏9　麗発主体と産業界の協力

　o　初期研究瀾発段階（パイロヅトプラント）では政府主体、民聞参加か？

　◎　将来開発が進めば民間主体、政府協力となろう。・


